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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

この章の内容は、次のとおりです。

• 新機能および変更された機能に関する情報, 1 ページ

新機能および変更された機能に関する情報
次の項を参照してください。

参照先追加または変更された

リリース

説明機能

QoS設定の注意事項と
制限事項, （16ペー
ジ）

7.0(3)I2(1)show queuing interface
ethernet
slot/chassis_numberコマ
ンドの出力に、モ

ジュールとサマリの 2
つの追加オプションが

表示されます。これら

の追加オプションは、

機能に影響を与えませ

ん。

show queuing interface
ethernet
slot/chassis_numberコマ
ンドの出力に表示され

る 2つの追加オプショ
ン（モジュールおよび

サマリ）。
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参照先追加または変更された

リリース

説明機能

QoS設定の注意事項と
制限事項, （16ペー
ジ）

QoS設定の確認, （52
ページ）

ジャンボMTUのイ
ネーブル化, （47ペー
ジ）

トラフィッククラスの

プライオリティフロー

制御のイネーブル化,
（66ページ）

7.0(3)I2(1)以前のリリースでは、
policy-map type
network-qosのスイッ
チプロンプトは
switch(config-pmap-nq)#
でした。policy-map
type network-qosの新
しいスイッチプロンプ

トは、
switch(config-pmap-nqos)#
です。

policy-map type
network-qosの新しい
スイッチプロンプト、

switch(config-pmap-nqos)#。

QoS設定の注意事項と
制限事項, （16ペー
ジ）

7.0(3)I2(1)network-qosのポリシー
マップで既存のクラス

が設定されていない場

合、新しいクラスマッ

プが作成され、プロン

プトが

(config-pmap-nqos)から
(config-cmap-nqos)に変
更されます。

network-qosクラスマッ
プが、ポリシーマップ

で使用されるときに自

動的に作成される。

QoS設定の注意事項と
制限事項, （16ペー
ジ）

7.0(3)I2(1)network-qosポリシーが
適用されていない場合

でも、show queuing
interfaceコマンドに
よってキューが表示さ

れます。

show queuing interface
コマンドの出力の更

新。

QoS設定の注意事項と
制限事項, （16ペー
ジ）

7.0(3)I2(1)show queuing interface
コマンドの出力に、内

部HiGig2インターフェ
イスに関するオプショ

ンが表示されます。こ

れらのインターフェイ

スは関係性がなく、こ

れらの追加オプション

は機能に影響を与えま

せん。

show queuing interface
コマンドの出力に表示

される追加オプショ

ン。
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参照先追加または変更された

リリース

説明機能

QoS設定の注意事項と
制限事項, （16ペー
ジ）

7.0(3)I2(1)CLIコマンドの show
policy-map interface <>
type queuingの出力形式
およびフィールドが更

新されました。クラス

マップ（キューイン

グ）については、ポリ

シー、帯域幅のパーセ

ンテージ、キューのド

ロップパケット、およ

びキューの深さ（バイ

ト単位）のフィールド

が表示されます。

CLIコマンドの show
policy-map interface <>
type queuingの出力形式
およびフィールドの更

新。

QoS設定の注意事項と
制限事項, （16ペー
ジ）

7.0(3)I2(1)以前のリリースでは、

デフォルトのキューイ

ングクラスからデフォ

ルトの帯域幅設定を削

除すると、帯域幅が50
%に設定されていまし
た。デフォルトの帯域

幅設定を削除すると、

帯域幅は、デフォルト

値の 100 %に設定され
ます。CLIコマンドの
bandwidth percent 50を
設定することにより、

帯域幅を 50 %に設定
できます。

デフォルトの帯域幅設

定を削除すると帯域幅

がデフォルト値の 100
%に設定される。

QoS設定の注意事項と
制限事項, （16ペー
ジ）

7.0(3)I2(1)7.0(3)I2(1)より前のリ
リースでは、pmapコン
フィギュレーションで

プライオリティレベル

1のみがサポートされ
ていました。リリース

7.0(3)I2(1)以降では、
pmapコンフィギュレー
ションでプライオリ

ティレベル 2および 3
を設定できます。

pmapコンフィギュレー
ションでプライオリ

ティレベル 2および 3
を設定できる。
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参照先追加または変更された

リリース

説明機能

QoS設定の注意事項と
制限事項, （16ペー
ジ）

ジャンボMTUの確認,
（48ページ）

7.0(3)I2(1)CLIコマンドの show
queuing interface eth <>
の出力形式および

フィールドが更新され

ました。出力には、す

べてのQoSグループ、
制御 QoSグループ、
SPAN QoSグループ、
およびPFC統計情報が
表示されます。新しい

形式では xonドロッ
プ、xoffドロップ、お
よびHWMTUフィール
ドは表示されません。

CLIコマンドの show
queuing interface eth <>
の出力形式および

フィールドの更新。

PFCのMMUバッファ
の予約, （69ページ）

7.0(3)I2(1)プライオリティフロー

制御のMMUバッファ
が予約されます。

プライオリティフロー

制御のMMUバッファ
の予約。

ジャンボMTUの確認,
（48ページ）

7.0(3)I2(1)show policy-map system
type network-qosコマン
ドを使用すると、QoS
グループに関して設定

されている HWMTU
が表示されます。

QoSグループに関して
設定されている HW
MTUの表示。

一時停止バッファしき

い値およびプライオリ

ティグループの設定,
（35ページ）

7.0(3)I2(1)10ギガビットポートお
よび40ギガビットポー
トでのMTU値が更新
されました。

MTU値の更新。
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第 2 章

概要

この章の内容は、次のとおりです。

• Quality of Serviceの概要, 5 ページ

Quality of Service の概要
このマニュアルでは、設定可能なCiscoNX-OSQuality of Service（QoS）機能について説明します。
QoS機能は、ネットワークを経由するトラフィックの最も望ましいフローを提供するために使用
します。QoSでは、ネットワークトラフィックの分類、トラフィックフローのプライオリティ設
定、および輻輳回避が可能です。トラフィックの制御は、システムを通過するパケット内のフィー

ルドに基づいて行われます。モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス（MQC）は、QoS
機能のトラフィッククラスとポリシーを作成するのに使用します。

QoS機能は、QoSポリシーとキューイングポリシーを次のように使用して適用します。

• QoSポリシーには、分類機能とマーキング機能が含まれます。

•キューイングポリシーでは、出力でキューイングおよびスケジューリング機能を使用しま
す。入力では、それらの機能は、バッファしきい値とプライオリティグループマッピング

を設定するために使用されます。

•ネットワーク QoSポリシーには、最大伝送単位（MTU）、pause no-drop、および queue-limit
の設定が含まれます。また、明示的輻輳通知（ECN）および重み付けランダム早期検出
（WRED）を設定するためにも使用されます。

•プライオリティフロー制御。
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第 3 章

QoS 設定

この章の内容は、次のとおりです。

• QoSについて, 7 ページ

• QoS設定の注意事項と制限事項, 16 ページ

• システムクラスの設定, 18 ページ

• インターフェイスでの QoSの設定, 51 ページ

• QoS設定の確認, 52 ページ

• QoSパケットバッファのモニタリング, 61 ページ

QoS について
設定可能な Cisco NX-OS Quality of Service（QoS）機能を使用して、ネットワークトラフィックを
分類し、トラフィックフローに優先順位を付けて、輻輳回避を実行できます。

デバイス上のデフォルトの QoS設定により、イーサネットトラフィックのベストエフォート型
サービスが提供されます。イーサネットトラフィックのサービスクラス（CoS）を追加するよう
QoSを設定できます。Cisco NX-OS QoS機能は、Cisco Modular QoS CLI（MQC）を使用して設定
されます。

輻輳または衝突が発生した場合、イーサネットではパケットがドロップします。失われたデータ

の検出および廃棄されたパケットの再送信は、上位プロトコルにより行われます。

Modular QoS CLI
Cisco MQCは、QoSを設定するための標準コマンドセットを提供します。

MQCを使用して、追加のトラフィッククラスを定義し、システム全体および個別のインターフェ
イスに対して QoSポリシーを設定できます。MQCで QoSポリシーを設定するには、次の手順を
実行します。
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1 トラフィッククラスを定義します。

2 各トラフィッククラスにポリシーおよびアクションをアソシエートします。

3 ポリシーを論理インターフェイスまたは物理インターフェイスに結合します。同様にグローバ

ルシステムレベルで結合できます。

MQCには、トラフィックのクラスとポリシーを定義するために、2つのコマンドタイプが用意さ
れています。

class-map

パケット一致基準に基づいて、トラフィックのクラスを表すクラスマップを定義します。

クラスマップはポリシーマップ内で参照されます。

クラスマップは、IEEE 802.1pサービスクラス（CoS）値などの一致基準に基づいて、着信
パケットを分類します。ユニキャストパケットおよびマルチキャストパケットが分類され

ます。

policy-map

クラス単位でクラスマップに適用するポリシーのセットを表すポリシーマップを定義しま

す。

ポリシーマップは、帯域幅の制限やパケットのドロップなど、アソシエートされたトラ

フィッククラスで実行するアクションセットを定義します。

クラスマップおよびポリシーマップを作成する場合は、次の class-mapおよびpolicy-mapオブジェ
クトタイプを定義します。

network-qos

システムレベルの関連アクションに使用できるMQCオブジェクトを定義します。

qos

分類に使用できるMQCオブジェクトを定義します。

queuing

出力でキューイングおよびスケジューリングに使用したり、入力でバッファしきい値やプラ

イオリティグループマッピングの設定に使用できるMQCオブジェクトを定義します。

qosタイプは、class-mapコマンドおよび policy-mapコマンドのデフォルトですが、タイプを明
示的に指定する必要がある service-policyでは、デフォルトではありません。

（注）

ポリシーは、service-policyコマンドを使用して、インターフェイスまたは EtherChannelに追加で
きるほか、グローバルシステムレベルで追加できます。

show class-mapコマンドおよび show policy-mapコマンドを使用して、MQCオブジェクトのすべて
または個々の値を表示できます。
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MQCターゲットは、パケットのフローを表すエンティティ（イーサネットインターフェイスな
ど）です。サービスポリシーはポリシーマップをMQCターゲットに関連付け、着信または発信
パケットでポリシーを適用するかどうかを指定します。このマッピングにより、マーキング、帯

域割り当て、バッファ割り当てなど、QoSポリシーの設定をイネーブルにします。

システムクラス

システム qosは一種のMQCターゲットです。service-policyを使用して、ポリシーマップをシス
テム qosターゲットに関連付けます。特定のインターフェイスでサービスポリシー設定を上書き
しない限り、システム qosポリシーはスイッチのインターフェイス全体に適用されます。システ
ム qosポリシーは、システムクラスやスイッチ全体のトラフィッククラスのほか、それらの属性
を定義するために使用します。

サービスポリシーがインターフェイスレベルで設定されている場合、インターフェイスレベル

のポリシーは常にシステムクラス設定またはデフォルト値よりも優先されます。

デフォルトのシステムクラス

デバイスは、ドロップシステムクラスを提供します。

デフォルトでは、すべてのユニキャストおよびマルチキャストイーサネットトラフィックは、デ

フォルトのドロップシステムクラスに分類されます。このクラスはqos-group0で識別されます。

システムの起動時にこのクラスは自動的に作成されます（クラス名はCLIで class-defaultです）。
このクラスは削除できません。このデフォルトクラスに関連付けられた一致基準も変更できませ

ん。

ポリシータイプに関する情報

このデバイスは、複数のポリシータイプをサポートしています。クラスマップはポリシータイ

プで作成します。

3つのポリシータイプがあります。

• network-qos

• Queuing

• QoS

クラスの各タイプには、次の QoSパラメータを指定できます。

• type network-qos：network-qosポリシーを使用して、システムクラスを配置し、システム全体
のスコープを持つそれらのクラスにパラメータを関連付けます。

◦分類：このクラスに一致するトラフィックは次のとおりです。

◦ QoSグループ：type network-qosのクラスマップはシステムクラスを示し、関連付
けられた qos-groupによって照合されます。
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◦ポリシー：一致したトラフィックで実行されるアクションは次のとおりです。

network-qosポリシーは、システム qosターゲットだけに結合できます。（注）

◦ MTU：システムクラスにマッピングされたトラフィックに適用する必要のある最
大伝送単位（MTU）。

Cisco Nexusデバイスは、すべてのポートのすべてのクラスのトラフィックで
1 MTUをサポートします。ただし、クラスごとに異なるMTUが設定可能で
す。MTUは、PFCバッファの計算に使用されます。

（注）

◦ CoS値の設定：このシステムクラスにマッピングされたすべてのトラフィックに
802.1p値をマーク付けする場合に使用します。

◦輻輳制御WRED：重み付けランダム早期検出（WRED）は、輻輳が発生する前に
輻輳を予測し、回避します。WREDは、輻輳を示す、特定のしきい値を超える平
均キュー長に基づいてパケットをドロップします。出力ポリシーマップでWRED
を使用して輻輳回避を設定できます。デフォルトでは、テールドロップが輻輳制

御メカニズムです。WREDをイネーブルにするには、network-qosポリシーマップ
モードで congestion-control random-detectコマンドを使用します。

◦ ECN：ECNはWREDの拡張で、平均キュー長が特定のしきい値を超えた場合にパ
ケットをドロップせずにマーキングします。WRED明示的輻輳通知（ECN）機能
を設定すると、ルータとエンドホストは、このマーキングをネットワークの輻輳

によってパケットの送信速度が低下していることを示す警告として使用します。

ECNをイネーブルにするには、network-qosポリシーマップモードで
congestion-control random-detect ecnコマンドを使用します。

ECNは、すべてのタイプの Cisco Nexus 3000シリーズスイッチでサポートされま
す。

network-qosポリシークラスのWREDおよび ECNをイネーブルにすると、シ
ステムのすべてのポートでWREDおよびECNがイネーブルにされることを意
味します。

（注）

◦ No drop：No dropは、システムクラスのロスレスサービスを指定します。

•タイプキューイング：Cisco Nexusデバイスは、入力方向と出力方向のタイプキューイング
をサポートします。出力タイプキューイングポリシーは、キューのスケジューリング特性

を定義するために使用されます。入力タイプキューイングポリシーは、一時停止バッファ

しきい値、プライオリティグループ、およびキュー制限を定義するために使用されます。
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一部の設定パラメータは、EtherChannelに適用されていると、メンバポートの
設定に反映されません。

（注）

◦分類：このクラスに一致するトラフィックは次のとおりです。

◦ QoSグループ：タイプキューイングのクラスマップは、システムクラスを示し、
関連付けられた QoSグループによって照合されます。

◦ポリシー：一致したトラフィックで実行されるアクションは次のとおりです。

システム qosターゲットまたは任意のインターフェイスに結合できます。（注）

•出力キューイングポリシー：出力キューイングポリシーは、デバイスの出力キュー
を設定するために使用されます。

◦帯域幅：保証されるスケジューリングDeficitWeightedRoundRobin（DWRR）
の割合（%）をシステムクラスに設定します。

◦プライオリティ：システムクラスを完全プライオリティスケジューリング用
に設定します。指定されたキューイングポリシーで優先するシステムクラス

を 1つだけ設定できます。Cisco Nexus 3132および 3172スイッチには、3つの
完全プライオリティレベルがあります。

◦シェーピングおよび最小保証：このキューにバーストサイズと最小保証帯域
幅を指定します。

◦キュー制限：CiscoNexus3100シリーズスイッチの静的または動的なキュー制
限を指定します。静的なキュー制限は、増大するキューに固定のサイズを定

義します。

•入力キューイングポリシー：入力キューイングポリシーは、一時停止バッファし
きい値、プライオリティグループ、およびキュー制限を定義するために使用され

ます。

◦一時停止バッファしきい値：入力トラフィックの一時停止および再開バッファ
しきい値設定を指定します。

◦プライオリティグループ：トラフィックを分類し、no-dropクラスに関する統
計情報をモニタします。

◦キュー制限：プライオリティグループごとの共有バッファ使用量を設定しま
す。

インデックスから取得されるアルファ値に基づいて入力と出力の両方で共有バッファを使用

するためにしきい値を設定できます。インデックスの範囲は、Cisco Nexus 3000シリーズス
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イッチの場合が 0～ 9、CiscoNexus 3100シリーズスイッチの場合が 0～ 10です。入力では、
アルファ値は、現在の空きプールから使用可能なバッファの、ポートごとの、プライオリ

ティグループごとの共有を計算するために使用されます。出力では、アルファ値は、現在の

空きプールから使用可能なバッファの、ポートごとの、キューごとの共有を計算するために

使用されます。

Cisco Nexus 3000シリーズスイッチの場合、アルファ値は次のとおりです。

アルファ値索引

1/640

1/321

1/162

1/83

1/44

1/25

16

27

48

89

Cisco Nexus 3100シリーズスイッチの場合、アルファ値は次のとおりです。

アルファ値索引

1/1280

1/641

1/322

1/163

1/84

1/45

1/26

17

28

49

810
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•タイプ qos：タイプQoSポリシーを使用して、フレーム内にあるレイヤ 2、レイヤ 3、レイヤ
4の各種フィールドに基づいたトラフィックを分類し、システムクラスにマッピングしま
す。

一部の設定パラメータは、EtherChannelに適用されていると、メンバポートの
設定に反映されません。

（注）

◦分類：このクラスに一致するトラフィックは次のとおりです。

◦アクセスコントロールリスト（ACL）：既存のACLの基準に基づいてトラフィッ
クを分類します。

◦サービスクラス：フレームヘッダーの CoSフィールドに基づいてトラフィックを
照合します。

◦ DSCP：IPヘッダーのDiffServフィールドにあるDiffServコードポイント（DSCP）
値に基づいてトラフィックを分類します。

◦ IPリアルタイムプロトコル：リアルタイムアプリケーションで使用されるポート
番号に基づいてトラフィックを分類します。

◦優先順位：IPヘッダーのタイプオブサービス（ToS）フィールドの優先順位値に
基づいてトラフィックを分類します。

◦ポリシー：一致したトラフィックで実行されるアクションは次のとおりです。

このポリシーは、システムまたは任意のインターフェイスに追加できます。

このポリシーは入力トラフィックだけに適用されます。

（注）

◦ QoSグループ：このトラフィックフローがマッピングされたシステムクラスに対
応する QoSグループを設定します。

◦ Cisco Nexus 3000シリーズスイッチは、次をサポートします。

◦ 8個の QoSグループ

◦ユニキャスト用に 8個のキュー

◦マルチキャスト用に 4個のキュー

◦ Cisco Nexus 3100シリーズスイッチは、次をサポートします。

◦ 8個の QoSグループ

◦ユニキャスト用に 8個のキュー

◦マルチキャスト用に 8個のキュー
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Cisco Nexus 3100シリーズスイッチの場合、各 QoSグループは 1個のマルチ
キャストキューにマッピングされます。QoSグループ 0はマルチキャスト
キュー 1に、QoSグループ 1はマルチキャストキュー 2にそれぞれマッピン
グされ、それ以降も同じようにマッピングが行われます。

MTU
Cisco Nexusデバイスは、すべてのポートのすべてのクラスに対して 1 MTUをサポートします。

MTUを設定する場合は、次の注意事項に従ってください。

• Cisco Nexusデバイスでは、MTUはクラスデフォルトで設定された値によって制御されま
す。

• system jumbomtuコマンドを入力すると、システム内のMTUの上限が定義されます。システ
ムジャンボMTUのデフォルト値は 9216バイトです。最小MTUは 1500バイトで、最大
MTUは 9216バイトです。

•システムクラスMTUはクラス内のすべてのパケットのMTUを設定します。システムクラ
スMTUを、グローバルジャンボMTUよりも大きく設定できません。

•デフォルトのシステムクラスのデフォルトMTUは 1500バイトです。この値は設定できま
す。

• 1つのレイヤ 3のインターフェイスまたはレイヤ 3インターフェイス範囲に対して、MTU値
を指定することができます。レイヤ3インターフェイスのMTU値をジャンボMTU値を（1500
バイト以上）に変更すると、ネットワークQoSMTU値を 1500バイト以上に変更しなければ
なりません。

• network-qosポリシーのクラスごとにMTUを設定できます。設定されたMTUは、PFCに関
するバッファ割り当てを決定するために使用されます。必要に応じて、各クラスで予想され

るトラフィックのタイプに応じて、一部のクラスが 9216のMTUを持ち、一部のクラスが
1500のMTUを持つように設定できます。これは、クラスが no-dropクラスとして設定され
る場合に、システムによる PFCバッファの設定に役立ちます。

信頼境界

信頼境界は、次のように着信インターフェイスによって実行されます。

•デフォルトでは、すべてのイーサネットインターフェイスは信頼できるインターフェイスで
す。マーキングが設定されている場合を除き、802.1pCoSおよびDSCPは保持されます。CoS
およびDSCPのデフォルトのキューマッピングはありません。これらのマッピングを作成す
るポリシーを定義し、適用できます。デフォルトでは、ユーザ定義のポリシーがない場合、

すべてのトラフィックがデフォルトキューに割り当てられます。
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• 802.1pCoS値でタグ付けされていないパケットは、デフォルトのドロップシステムクラスに
分類されます。タグなしパケットがトランク上で送信される場合、このパケットにはデフォ

ルトのタグなし CoS値 0がタグ付けされます。

•イーサネットインターフェイスまたはポートチャネルのデフォルトのタグなし Cos値は上
書きできます。

システムがタグなし CoS値を適用しても、QoSは、CoS値がタグ付けされたシステムに入るパ
ケットと同様に機能します。

入力分類ポリシー

分類は、トラフィックをクラスに区分けするのに使用します。トラフィックは、パケット特性

（CoSフィールド）またはパケットヘッダーフィールドに基づいて分類します。パケットヘッ
ダーフィールドには、IP precedence、DiffServコードポイント（DSCP）、レイヤ 2からレイヤ 4
までのパラメータが含まれます。トラフィックの分類に使用する値を、一致基準と呼びます。

どのクラスにも一致しないトラフィックは、class-defaultと呼ばれるデフォルトのトラフィックク
ラスに割り当てられます。

no-drop クラスのプライオリティグループ
Cisco Nexus 3000シリーズスイッチおよび Cisco Nexus 3100シリーズスイッチでは、パケットは
セルとして扱われます。各セルは 208バイトのデータを保持します。1つのパケットは多数のセ
ルに分割できますが、各セルは最大 1つのパケットを含むことができます。プライオリティグ
ループは、PFCしきい値が適用されるセルのグループです。これらは、no-dropクラスにのみ適用
され、トラフィックの分類および統計情報のモニタリングに使用されます。

指定されたトラフィッククラスのMTUバッファを保証するために、no-dropクラスを入力キュー
イングポリシーマップのプライオリティグループ番号と関連付けることができます。no-dropク
ラスの一時停止しきい値は、プライオリティグループに適用されます。

デフォルトでは、プライオリティグループ番号はシステムによって割り当てられます。priority-group
コマンドを使用することによって、それを上書きすることができます。

同じプライオリティグループに複数の no-dropクラスをマッピングすることはできません。（注）

出力キューイングポリシー

出力ポリシーマップをイーサネットインターフェイスにアソシエートし、指定されたトラフィッ

ククラスの帯域幅を保証したり、出力キューを設定したりできます。

イーサネットインターフェイスごとに最大 8つのキュー（システムクラスごとに 1つ）をサポー
トします。キューには次のデフォルト設定があります。
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•これらのキューに加え、CPUに転送される制御トラフィックは完全プライオリティキューを
使用します。ユーザ設定ではこのキューにはアクセスできません。

•デフォルトのドロップシステムクラスの標準イーサネットトラフィックにキューが割り当
てられます。このキューは、帯域幅の 100 %でWRRスケジューリングを使用します。

システムクラスを追加すると、キューがクラスに割り当てられます。影響を受けたすべてのイン

ターフェイスで帯域割り当てを再設定する必要があります。帯域幅は、自動的にユーザ定義のシ

ステムクラス専用にはなりません。

Cisco Nexus 3000スイッチ設定可能な完全プライオリティキューは 1つです。このキューは、制
御トラフィックキュー（データトラフィックではなく制御トラフィックを伝送）以外の他のすべ

てのキューより先に処理されます。

Cisco Nexus 3100シリーズスイッチでは、複数のプライオリティレベルに完全プライオリティ
キューを最大 3つまで設定できます。

CPU に転送されるトラフィックの QoS
デバイスは、CPUでパケットがフラッディングしないように、CPU方向のトラフィックに自動的
にQoSポリシーを適用します。ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）フレームなどの制
御トラフィックには、確実に配信できるように、より高いプライオリティが与えられます。

QoS 設定の注意事項と制限事項
最適なスイッチパフォーマンスを維持するには、システムクラスおよびポリシーの設定時に次の

注意事項に従ってください。

•リリース 7.0(3)I2(1)以降では、show queuing interface ethernet slot/chassis_numberコマンドの出
力に、モジュールとサマリの 2つの追加オプションが表示されます。これらの追加オプショ
ンは、機能に影響を与えません。次の出力例を参照してください。
# show queuing interface eth1/1 ?
<CR>
, Multi range separator
- Range separator
. Sub interface separator
> Redirect it to a file
>> Redirect it to a file in append mode
module Slot/module
summary Summary
| Pipe command output to filter

• 7.0(3)I2(1)より前のリリースでは、policy-map type network-qosのスイッチプロンプトは
switch(config-pmap-nq)#でした。リリース 7.0(3)I2(1)以降、policy-map type network-qosのス
イッチプロンプトが switch(config-pmap-nqos)#になりました。このスイッチプロンプトの変
更により、スクリプトでは注意が必要です。

• 7.0(3)I2(1)より前のリリースでは、ポリシーマップで既存のクラスが設定されていない場合、
エラーメッセージが表示されました。リリース7.0(3)I2(1)以降では、ポリシーマップで既存
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のクラスが設定されていない場合、新しいクラスマップが作成され、次の例で表示されてい

るように、プロンプトが config-pmap-nqosから config-cmap-nqosに変更されます。

switch(config)# show class-map type network-qos

Type network-qos class-maps
===========================
class-map type network-qos pfcCos2
match qos-group 2

class-map type network-qos pfcCos3
match qos-group 3

class-map type network-qos pfcCos5
match qos-group 5

class-map type network-qos class-default
match qos-group 0

switch(config)#
switch(config)# policy-map type network-qos pfcCos
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos pfcCos

switch(config-cmap-nqos)# show class-map type network-qos

Type network-qos class-maps
===========================
class-map type network-qos pfcCos

class-map type network-qos pfcCos2
match qos-group 2

class-map type network-qos pfcCos3
match qos-group 3

class-map type network-qos pfcCos5
match qos-group 5

class-map type network-qos class-default
match qos-group 0

switch(config-cmap-nqos)#

•リリース 7.0(3)I2(1)以降では、network-qosポリシーが適用されていない場合でも、show
queuing interfaceコマンドによってキューが表示されます。

• show queuing interfaceコマンドの出力に、内部 HiGig2インターフェイスに関するオプション
が表示されます。これらのインターフェイスは関係性がなく、これらの追加オプションは機

能に影響を与えません。

•リリース 7.0(3)I2(1)以降では、CLIコマンドの show policy-map interface <> type queuingの出
力形式およびフィールドが更新されました。クラスマップ（キューイング）については、ポ

リシー、帯域幅のパーセンテージ、キューのドロップパケット、およびキューの深さ（バイ

ト単位）のフィールドが表示されます。

• 7.0(3)I2(1)より前のリリースでは、デフォルトのキューイングクラスからデフォルトの帯域
幅設定を削除すると、帯域幅が50%に設定されていました。リリース7.0(3)I2(1)以降では、
デフォルトの帯域幅設定を削除すると、帯域幅は、デフォルト値の 100 %に設定されます。
bandwidth percent 50を設定することにより、帯域幅を 50%に設定できます。CLIコマンドの
no bandwidth <bw-input>を使用して帯域幅設定を削除することができます。

• 7.0(3)I2(1)より前のリリースでは、pmapコンフィギュレーションでプライオリティレベル 1
のみがサポートされていました。リリース7.0(3)I2(1)以降では、pmapコンフィギュレーショ
ンでプライオリティレベル2および3を設定できます。リリース7.0(3)I2(1)では、CiscoNexus
3000シリーズプラットフォームの pmapコンフィギュレーションではプライオリティレベル
2および 3の両方が許可されますが、Cisco Nexus 3000シリーズプラットフォームについて
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はプライオリティレベル 1の機能だけがサポートされます。Cisco Nexus 3100シリーズプ
ラットフォームでは、機能の点でもプライオリティレベル 1、2、3がサポートされます。

•リリース 7.0(3)I2(1)以降では、CLIコマンドの show queuing interface eth <>の出力形式および
フィールドが更新されました。出力には、すべてのQoSグループ、制御QoSグループ、SPAN
QoSグループ、および PFC統計情報が表示されます。新しい形式では xonドロップ、xoffド
ロップ、および HWMTUフィールドは表示されません。

• ECNは、Cisco Nexus 3000シリーズスイッチおよび Cisco Nexus 3132スイッチでサポートさ
れます。Cisco Nexus 3172スイッチではサポートされません。

• Cisco Nexus 3000シリーズスイッチでは、WREDおよび ECN設定は qos-group 1にマッピン
グされているクラスではサポートされません。ただし、Cisco Nexus 3132スイッチでは、
WREDおよび ECN設定は qos-group 1にマッピングされているクラスがサポートされます。

• 6.0(2)U5(1)以降、キューイングポリシーのキュー制限CLIは、キューのすべてのパケットを
ドロップするゼロ出力キューサイズをサポートするように拡張されました。ドロップ ACL
を使用せずに特定タイプのトラフィックをドロップする必要がある場合、そのトラフィック

を専用出力キューにマッピングし、この拡張機能を使用して 0バイトのキューサイズを適用
することができます。その結果、このキューにマッピングされたすべての UCおよびMCト
ラフィックが完全にドロップされます。

•リリース 6.0(2)U5(1)以降、スイッチは、異なるモードの最小バッファ割り当てを許可しま
す。これにより、ポートごとに割り当てられる全体的な最小バッファを減らして、共有プー

ルサイズを増やすことができます。共有プールサイズが増えると、スイッチのバースト吸

収能力が向上します。

EtherChannelを設定するときには、次の点に注意してください。

• EtherChannelに設定されたサービスポリシーはすべてのメンバーインターフェイスに適用さ
れます。

システムクラスの設定

クラスマップの設定

class-mapコマンドを使用して、クラスマップを作成または変更できます。クラスマップは、ト
ラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクトです。クラスマップでは、パケットを分類する

一致基準を指定します。以降は、クラスマップをポリシーマップで参照できるようになります。

クラスマップタイプのデフォルトは type qosで、その一致基準のデフォルトはmatch-allです。（注）
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手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure
terminal

ステッ

プ 1   

指定されたトラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクト

を作成するか、名前付きオブジェクトにアクセスします。

switch(config)#
class-map [type
{network-qos | qos |

ステッ

プ 2   

クラスマップ名には、アルファベット、ハイフン、またはア

ンダースコア文字を含めることができます。クラスマップ名

は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設定できます。

queuing}] class-map
name

次のように 3つのクラスマップコンフィギュレーションモー
ドがあります。

• network-qos：ネットワーク全体（グローバル）モード。
CLIプロンプト：switch (config-cmap-nq)#

• qos：分類モード。これがデフォルトモードです。CLIプ
ロンプト：switch (config-cmap-qos)#

• queuing：キューイングモード。CLIプロンプト：
switch(config-cmap-que)#

（任意）

パケットがクラスマップに定義された基準の一部またはすべ

てを満たす必要があることを指定します。

switch(config)#
class-map [type qos]
[match-all |match-any]
class-map name

ステッ

プ 3   

• match-all：パケットが、指定した class mapに定義されて
いるすべての基準を満たす場合（たとえば、定義された

CoSとACL基準の両方が一致する場合）、トラフィック
を分類します。

• match-any：パケットが、指定した class mapに定義され
ているいずれかの基準を満たす場合（たとえば、CoSま
たはACLの基準のいずれかが一致する場合）、トラフィッ
クを分類します。

クラスマップ名には、アルファベット、ハイフン、またはア

ンダースコア文字を含めることができます。クラスマップ名

は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設定できます。

（任意）

指定されたクラスマップを削除します。

switch(config)# no
class-map [type
{network-qos | qos |
queuing}] class-name

ステッ

プ 4   

システム定義のクラスマップ（class-default）は削除
できません。

（注）
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目的コマンドまたはアク

ション

クラスマップ名には、アルファベット、ハイフン、またはア

ンダースコア文字を含めることができます。クラスマップ名

は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設定できます。

ACL 分類の設定
既存のアクセスコントロールリスト（ACL）に基づいたパケットの照合により、トラフィックを
分類できます。ACLで定義された基準によってトラフィックが分類されます。ACLキーワードの
permitおよび denyは、照合時には無視されます。アクセスリストの一致基準に denyアクション
が含まれる場合でも、そのクラスの照合では使用されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクトを

作成します。クラスマップ名には、アルファベット、

switch(config)# class-map
type qosclass-name

ステップ 2   

ハイフン、またはアンダースコア文字を含めることが

できます。クラスマップ名は大文字と小文字が区別さ

れ、最大 40文字まで設定できます。

acl-nameに基づいてパケットを照合することによっ
て、トラフィッククラスを設定します。ACLキーワー

switch(config-cmap-qos)#
match access-group
nameacl-name

ステップ 3   

ドの permitおよび denyは、照合時には無視されま
す。

1つのクラスマップで定義できる ACLは 1
つだけです。

matchaccess-groupが定義されたクラスには、
その他の一致基準を追加できません。

（注）

（任意）

一致するトラフィックをトラフィッククラスから削除

します。

switch(config-cmap-qos)# no
match access-group
nameacl-name

ステップ 4   

   Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS QoS コンフィギュレーションガイド、リリース 7.x
20

QoS 設定
クラスマップの設定



次に、既存の ACLに基づいたパケットの照合により、トラフィックを分類する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# class-map type qos class_acl
switch(config-cmap-qos)# match access-group name acl-01

ACLのクラスマップ設定を表示するには、show class-mapコマンドを使用します。
switch# show class-map class_acl

CoS 分類の設定
IEEE802.1Qヘッダー内のサービスクラス（CoS）フィールドに基づいてトラフィックを分類でき
ます。この 3ビットのフィールドは IEEE 802.1pで QoSトラフィッククラスをサポートするため
に規定されています。CoSはVirtual LocalAreaNetwork（VLAN：バーチャルLAN）IDタグフィー
ルドの上位 3ビットで符号化され、user_priorityと呼ばれます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクト

を作成します。クラスマップ名には、アルファベッ

switch(config)# class-map type
qosclass-name

ステップ 2   

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができます。クラスマップ名は大文字と小文

字が区別され、最大 40文字まで設定できます。

パケットをこのクラスに分類する場合に照合する

CoS値を指定します。CoS値は、0～ 7の範囲で設
定できます。

switch(config-cmap-qos)#
match coscos-value

ステップ 3   

（任意）

一致するトラフィックをトラフィッククラスから

削除します。

switch(config-cmap-qos)# no
match coscos-value

ステップ 4   

次の例は、定義された CoS値に基づいてパケットを照合することにより、トラフィックを分類す
る方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# class-map type qos match-any class_cos
switch(config-cmap-qos)# match cos 4, 5-6

CoS値のクラスマップ設定を表示するには、show class-mapコマンドを使用します。
switch# show class-map class_cos
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DSCP 分類の設定
IPヘッダー（IPv4または IPv6のいずれか）の DiffServフィールドにある DiffServコードポイン
ト（DSCP）値に基づいてトラフィックを分類できます。

表 1：標準の DSCP 値

DSCP 値のリスト値

AF11 dscp（001010）：10進値 10af11

AF12 dscp（001100）：10進値 12af12

AF13 dscp（001110）：10進値 14af13

AF21 dscp（010010）：10進値 18af21

AF22 dscp（010100）：10進値 20af22

AF23 dscp（010110）：10進値 22af23

AF31 dscp（011010）：10進値 26af31

AF32 dscp（011100）：10進数の 28af32

AF33 dscp（011110）：10進値 30af33

AF41 dscp（100010）：10進値 34af41

AF42 dscp（100100）：10進値 36af42

AF43 dscp（100110）：10進値 38af43

CS1（precedence 1）dscp（001000）：10進値 8cs1

CS2（precedence 2）dscp（010000）：10進値 16cs2

CS3（precedence 3）dscp（011000）：10進値 24cs3

CS4（precedence 4）dscp（100000）：10進値 32cs4

CS5（precedence 5）dscp（101000）：10進値 40cs5

CS6（precedence 6）dscp（110000）：10進値 48cs6

CS7（precedence 7）dscp（111000）：10進値 56cs7
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DSCP 値のリスト値

デフォルト dscp（000000）：10進値 0デフォルト

EF dscp（101110）：10進値 46ef

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクトを

作成します。クラスマップ名には、アルファベット、

switch(config)# class-map
type qosclass-name

ステップ 2   

ハイフン、またはアンダースコア文字を含めることが

できます。クラスマップ名は大文字と小文字が区別

され、最大 40文字まで設定できます。

dscp-list変数の値に基づいて、パケットの照合によっ
てトラフィッククラスを設定します。DSCP値の一覧

switch(config-cmap-qos)#
match dscpdscp-list

ステップ 3   

については、標準の DSCP値の表を参照してくださ
い。

（任意）

一致するトラフィックをトラフィッククラスから削

除します。DSCP値の一覧については、標準の DSCP
値の表を参照してください。

switch(config-cmap-qos)# no
match dscpdscp-list

ステップ 4   

次の例は、IPヘッダーの DiffServフィールドの DSCP値に基づいてパケットを照合することによ
り、トラフィックを分類する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# class-map type qos match-any class_dscp
switch(config-cmap-qos)# match dscp af21, af32

DSCPのクラスマップ設定を表示するには、show class-mapコマンドを使用します。
switch# show class-map class_dscp

IP Real-time Transport Protocol（RTP）分類の設定
IPReal-timeTransport Protocol（RTP）は、オーディオやビデオなどのデータを送信するリアルタイ
ムアプリケーション用のトランスポートプロトコルで、Request For Comments（RFC）3550で規
定されています。RTPでは一般的な TCPポートや UDPポートは使用されませんが、通常はポー
ト 16384～ 32767を使用するように RTPを設定します。偶数ポートを UDP通信に使用し、次の
上位の奇数ポートを RTP Control Protocol（RTCP）通信に使用します。
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UDPポート範囲に基づいて分類できます。UDPポート範囲は、RTPを使用するアプリケーション
を対象とする可能性があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクトを

作成します。クラスマップ名には、アルファベット、

switch(config)# class-map
type qosclass-name

ステップ 2   

ハイフン、またはアンダースコア文字を含めることが

できます。クラスマップ名は大文字と小文字が区別

され、最大 40文字まで設定できます。

UDPポート番号の下限と上限に基づいてパケットを
照合することによって、トラフィッククラスを設定

switch(config-cmap-qos)#
match ip rtpport-number

ステップ 3   

します。UDPポート番号の範囲は、RTPを使用する
アプリケーションを対象とする可能性があります。値

の範囲は 2000～ 65535です。

（任意）

一致するトラフィックをトラフィッククラスから削

除します。

switch(config-cmap-qos)# no
match ip rtpport-number

ステップ 4   

次に、RTPアプリケーションで一般に使用されるUDPポート範囲に基づいてパケットを照合する
ことにより、トラフィックを分類する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# class-map type qos match-any class_rtp
switch(config-cmap-qos)# match ip rtp 2000-2100, 4000-4100

RTPのクラスマップ設定を表示するには、show class-mapコマンドを使用します。
switch# show class-map class_rtp

Precedence 分類の設定
IPヘッダー（IPv4または IPv6のいずれか）のサービスタイプ（ToS）バイトフィールドの優先
順位値に基づいてトラフィックを分類できます。次の表に、優先順位値を示します。

表 2：優先順位値

優先順位値のリスト値

IP precedence値0～ 7

クリティカル優先順位（5）critical
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優先順位値のリスト値

フラッシュ優先順位（3）flash

フラッシュオーバーライド優

先順位（4）
flash-override

即時優先順位（2）immediate

インターネットワークコント

ロール優先順位（6）
internet

ネットワークコントロール優

先順位（7）
network

プライオリティ優先順位（1）priority

ルーチン優先順位（0）routine

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクト

を作成します。クラスマップ名には、アルファベッ

switch(config)# class-map type
qos match-anyclass-name

ステップ 2   

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができます。クラスマップ名は大文字と小文字

が区別され、最大 40文字まで設定できます。

優先順位の値に基づいたパケットの照合により、ト

ラフィッククラスを設定します。優先順位値の一覧

については、優先順位値の表を参照してください。

switch(config-cmap-qos)#match
precedenceprecedence-values

ステップ 3   

（任意）

一致するトラフィックをトラフィッククラスから削

除します。優先順位値の一覧については、優先順位

値の表を参照してください。

switch((config-cmap-qos)# no
match
precedenceprecedence-values

ステップ 4   
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次の例は、IPヘッダーの ToSバイトの優先順位値に基づいてパケットを照合することにより、ト
ラフィックを分類する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# class-map type qos match-any class_precedence
switch(config-cmap-qos)# match precedence 1-2, critical

IP precedence値のクラスマップ設定を表示するには、show class-mapコマンドを使用します。
switch# show class-map class_precedence

ポリシーマップの作成

policy-mapコマンドを使用して、トラフィッククラスのセットに適用されるポリシーのセットを
表す名前付きオブジェクトを作成します。

デバイスのデフォルトのシステムクラスは 1つで、ベストエフォート型サービス用のドロップ
クラス（class-default）です。イーサネットトラフィックには最大 4つの追加システムクラスを定
義できます。

次の事前定義ポリシーマップがデフォルトのサービスポリシーとして使用されます。

• network-qos：default-nq-policy

•入力 qos：default-in-policy

•出力キューイング：default-out-policy

•入力キューイング：default-in-policy

ポリシーマップを作成して、任意のユーザ定義のクラスにポリシーを指定する必要があります。

このポリシーマップで、各クラスに QoSパラメータを設定できます。同じポリシーマップを使
用して、デフォルトクラスの設定を変更できます。

デバイスは、接続されたネットワークアダプタにすべてのポリシーマップ設定値を配布します。

はじめる前に

ポリシーマップを作成する前に、新しいシステムクラスごとにクラスマップを定義します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシーの

セットを表す名前付きオブジェクトを作成します。ポリ

switch(config)# policy-map
[type {network-qos | qos |
queuing}] policy-name

ステップ 2   

シーマップ名は、最大 40文字の英字、ハイフン、また
は下線文字を使用でき、大文字と小文字が区別されます。

次のように3つのポリシーマップコンフィギュレーショ
ンモードがあります。
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目的コマンドまたはアクション

• network-qos：ネットワーク全体（グローバル）モー
ド。CLIプロンプト：switch(config-pmap-nq)#

• qos：分類モード。これがデフォルトモードです。
CLIプロンプト：switch(config-pmap-qos)#

• queuing：キューイングモード。CLIプロンプト：
switch(config-pmap-que)#

（任意）

指定されたポリシーマップを削除します。

switch(config)# no
policy-map [type
{network-qos | qos |
queuing}] policy-name

ステップ 3   

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、指定

されたシステムクラスのコンフィギュレーションモード

switch(config-pmap)# class
[type {network-qos | qos |
queuing}] class-name

ステップ 4   

を開始します。次のように3つのクラスマップコンフィ
ギュレーションモードがあります。

• network-qos：ネットワーク全体（グローバル）モー
ド。CLIプロンプト：switch(config-pmap-c-nq)#

• qos：分類モード。これがデフォルトモードです。
CLIプロンプト：switch(config-pmap-c-qos)#

• queuing：キューイングモード。CLIプロンプト：
switch(config-pmap-c-que)#

アソシエートされるクラスマップには、ポリ

シーマップタイプと同じタイプが必要です。

（注）

（任意）

クラスマップの関連付けを削除します。

switch(config-pmap)#no class
[type {network-qos | qos |
queuing}] class-name

ステップ 5   

タイプ QoS ポリシーの設定
一意の qosグループ値で識別される特定のシステムクラスのトラフィックを分類するには、type
qosポリシーを使用します。type qosポリシーは、入力トラフィックに関してのみ、システムまた
は個々のインターフェイスに追加できます。

入力トラフィックには最大 5つの QoSグループを設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシー

のセットを表す名前付きオブジェクトを作成します。

switch(config)# policy-map
type qospolicy-name

ステップ 2   

ポリシーマップ名は、最大 40文字の英字、ハイフ
ン、または下線文字を使用でき、大文字と小文字が区

別されます。

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、

指定されたシステムクラスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config-pmap-qos)#
[class | class-default] type
qosclass-name

ステップ 3   

アソシエートされるクラスマップには、ポ

リシーマップタイプと同じタイプが必要で

す。

（注）

トラフィックをこのクラスマップに分類する場合に

照合する 1つまたは複数の qos-group値を設定しま
switch(config-pmap-c-qos)# set
qos-groupqos-group-value

ステップ 4   

す。次のリストに、qos-group-valueの範囲を示しま
す。デフォルト値はありません。

スイッチでサポートできるのは、この範囲

内の最大 5つの QoSグループだけです。
（注）

（任意）

このクラスから qos-group値を削除します。
switch(config-pmap-c-qos)# no
set qos-groupqos-group-value

ステップ 5   

次の例は、type qosポリシーマップを定義する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# policy-map type qos policy-s1
switch(config-pmap-qos)# class type qos class-s1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 2

タイプネットワーク QoS ポリシーの設定
type network-qosポリシーは、システム qosの結合時だけで設定でき、特定のクラス用にスイッチ
全体に適用されます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリ

シーのセットを表す名前付きオブジェクトを作成

switch(config)# policy-map
type network-qospolicy-name

ステップ 2   

します。ポリシーマップ名は、最大 40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文

字と小文字が区別されます。

クラスマップをポリシーマップにアソシエート

し、指定されたシステムクラスのコンフィギュ

レーションモードを開始します。

switch(config-pmap-nq)# class
type network-qosclass-name

ステップ 3   

アソシエートされるクラスマップには、

ポリシーマップタイプと同じタイプが

必要です。

（注）

MTU値をバイト単位で指定します。switch(config-pmap-c-nq)#
mtumtu-value

ステップ 4   

設定する mtu-valueは、system jumbomtu
コマンドで設定した値より小さくする必

要があります。

（注）

（任意）

このクラスのMTU値をリセットします。
switch(config-pmap-c-nq)# no
mtu

ステップ 5   

no-dropクラスを設定します。switch(config-pmap-c-nq)#
pause no-drop

ステップ 6   

このインターフェイスでパケットのマーキングに

使用する 802.1Q CoS値を指定します。値の範囲
は、0～ 7です。

switch(config-pmap-c-nq)# set
coscos-value

ステップ 7   

（任意）

このクラスのマーキング動作をディセーブルにし

ます。

switch(config-pmap-c-nq)# no
set coscos-value

ステップ 8   

次の例は、type network-qosポリシーマップを定義する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# policy-map type network-qos policy-que2
switch(config-pmap-nq)# class type network-qos class-que2
switch(config-pmap-c-nq)# mtu 5000
switch(config-pmap-c-nq)# pause no-drop
switch(config-pmap-c-nq)# congestion-control random-detect
switch(config-pmap-c-nq)# set cos 4
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タイプキューイングポリシーの設定

出力の type queuingポリシーを使用して、特定のシステムクラスのトラフィックをスケジューリ
ングおよびバッファリングします。type queuingポリシーは QoSグループで識別され、入力また
は出力トラフィック用にシステムまたは個々のインターフェイスに追加できます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシーのセッ

トを表す名前付きオブジェクトを作成します。ポリシー

switch(config)# policy-map
type queuingpolicy-name

ステップ 2   

マップ名は、最大 40文字の英字、ハイフン、または下線
文字を使用でき、大文字と小文字が区別されます。

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、指定

されたシステムクラスのコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch(config-pmap-que)#
class type
queuingclass-name

ステップ 3   

このクラスの該当するトラフィックが完全プライオリティ

キューにマッピングされるよう指定します。

switch(config-pmap-c-que)#
priority

ステップ 4   

Cisco Nexus 3000シリーズスイッチでは、設定
されている完全プライオリティを各ポリシー

マップの 1つのクラスにのみ設定できます。
Cisco Nexus 3100シリーズスイッチには複数の
プライオリティレベルを設定できます。プライ

オリティレベルは最大 3つのクラスで設定でき
ます。ただし、レベルは 1つのクラスに 1つの
み設定できます。

（注）

（任意）

完全プライオリティキューイングをこのクラスのトラ

フィックから削除します。

switch(config-pmap-c-que)#
no priority

ステップ 5   

このキューにバーストサイズと最小保証帯域幅を指定し

ます。

switch(config-pmap-c-que)#
shape {kbps |mbps | gbps}
burst sizeminminimum
bandwidth

ステップ 6   

クラスに重みを割り当てます。完全プライオリティキュー

がない場合、クラスはインターフェイス帯域幅に割り当て

switch(config-pmap-c-que)#
bandwidth
percentpercentage

ステップ 7   

られたパーセンテージを受け取ります。ただし、完全プラ

イオリティキューが存在する場合は、それが帯域幅の共

有を最初に受け取ります。残りの帯域幅は、帯域幅のパー

センテージで設定されたクラス間の重み付けに基づいて共
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目的コマンドまたはアクショ

ン

有されます。たとえば、完全プライオリティキューが帯

域幅の 90パーセントを占めている状況で、あるクラスに
75パーセントの重み付けが設定されている場合、そのク
ラスは帯域幅の残りの10パーセントのうちの75パーセン
トを受け取ることになります。

帯域幅をクラスに正常に割り当てるには、まず

class-defaultおよび class-fcoeで帯域幅のデフォ
ルト設定を下げる必要があります。

（注）

（任意）

帯域幅の指定をこのクラスから削除します。

switch(config-pmap-c-que)#
no bandwidth
percentpercentage

ステップ 8   

（任意） Cisco Nexus 3100シリーズスイッチに、完全プ
ライオリティレベルを指定します。これらのレベルは、

1、2、または 3です。

switch(config-pmap-c-que)#
priority levellevel

ステップ 9   

（任意）

CiscoNexus 3100シリーズスイッチのキューで利用できる
静的または動的な共有制限を指定します。静的なキュー制

限は、増大するキューに固定のサイズを定義します。

switch(config-pmap-c-que)#
queue-limitqueue size
[dynamicdynamic
threshold]

ステップ 10   

動的なキュー制限は、アルファ値の観点から利用可能なフ

リーセルの検出数によってキューのしきい値サイズを決

定します。

キューイングポリシーのキュー制限 CLIは、0
キューサイズをサポートするように拡張されて

います。キュー制限を 0バイトに設定すると、
キューのすべてのパケットがドロップされます。

（注）

次に、Cisco Nexus 3000シリーズスイッチの type queuingポリシーマップを定義する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# policy-map type queuing policy-queue1
switch(config-pmap-que)# class type queuing class-queue1
switch(config-pmap-c-que)# priority
switch(config-pmap-c-que)# shape kbps 30000000 min 18000000
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 20

次に、Cisco Nexus 3100シリーズスイッチの type queuingポリシーマップを定義する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# policy-map type queuing p1
switch(config-pmap-que)# class type queuing q3
switch(config-pmap-c-que)# priority level 2
switch(config-pmap-c-que)# shape kbps 30000000 min 18000000
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing q2
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switch(config-pmap-c-que)# priority level 3
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 30
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing q4
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing q5
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing q6
switch(config-pmap-c-que)# priority level 1
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing q7
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing class-default
switch(config-pmap-c-que)# queue-limit dynamic 4
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 0
(config-pmap-c-que)# queue-limit 0 bytes
class type queuing cos-dscp-6
queue-limit 0 bytes
class type queuing cos-dscp-7

ECN しきい値の設定
キューイングポリシークラス単位の明示的輻輳通知（ECN）しきい値を設定し、インターフェイ
スに適用できます。

5.0(3)U4(1)より前のリリースでは、WREDおよび ECNはネットワーク QoSポリシーの QoSクラ
スでのみイネーブルまたはディセーブルにできます（固定しきい値を使用します）。リリース

5.0(3)U4(1)から、拡張 ECNマーキングは次のようにサポートされます。

• WREDおよび ECNのしきい値は、次のステップ 1～ 8を使用して、キューイングポリシー
のクラスに対応して設定できます。

WREDおよび ECNは依然として network-qosポリシークラスコンフィギュ
レーションモードでイネーブルにする必要があります。

（注）

• MQCコマンドラインの外部のグローバルベースでWREDおよび ECNをイネーブルにでき
ます。グローバルバッファレベルでWREDおよび ECNを設定し、次のステップ 1～ 9を使
用して、WREDおよびECNをイネーブルにしてシステムレベルでしきい値を指定できます。
このしきい値を超えると、システム内のすべてのWRED/ECNイネーブルであるクラスに
WREDおよび ECNが適用されます。

•デフォルトでWREDおよび ECNが有効になっている場合、マーキングまたはドロップはク
ラスまたはキューしきい値に基づいて実行されます。ただし、グローバルベースのWRED
およびECNもイネーブルの場合（congestion-control random-detect global-bufferおよびwred-queue
qos-group-map queue-onlyコマンドを使用）は、クラスのしきい値またはグローバルしきい値
を超過したときに、WREDおよび ECNマーキング動作が開始されます。

はじめる前に

ネットワークQoSポリシーで必要とするQoSグループにおいて ECNまたはWREDがイネーブル
になっていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステッ

プ 1   

キューイングモードの指定されたトラフィックのク

ラスを表す名前付きオブジェクトを作成するか、名

switch(config)# class-map type
queuingclass-map name

ステッ

プ 2   
前付きオブジェクトにアクセスします。クラスマッ

プ名は、最大 40文字の英字、ハイフン、またはア
ンダースコアを使用でき、大文字と小文字が区別さ

れます。

キューイングクラスマップに QoSグループを関連
付けます。

switch(config-cmap-que)#match
qos-groupqos-group-number

ステッ

プ 3   

クラスモードを終了します。switch(config-cmap-que)# exitステッ

プ 4   

キューイングモードのトラフィッククラスのセッ

トに適用されるポリシーのセットを表す名前付きオ

switch(config)# policy-map type
queuingpolicy-map name

ステッ

プ 5   
ブジェクトを作成します。ポリシーマップ名は、

最大 40文字の英字、ハイフン、または下線文字を
使用でき、大文字と小文字が区別されます。

クラスマップをポリシーマップに関連付け、指定

されたシステムクラスのコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config-pmap-que)# class type
queuingclass-map name

ステッ

プ 6   

ネットワーク QoSポリシーで ECNまたはWRED
がイネーブルになっているかどうかに基づいて

switch(config-pmap-c-que)#
random-detectminimum-threshold
{min-threshold [bytes | kilobytes |

ステッ

プ 7   
WREDまたはECNを設定します。パケットをキュー

megabytes | packets }
からドロップ（WRED）またはマーク（ECN）するmaximum-threshold {max-threshold
のに使用する最小および最大のしきい値を指定でき[bytes | kilobytes |megabytes |
ます。パケット数、バイト数、および1パケットがpackets} drop-probabilitydrop

probabilityweightweightcap-average 208バイトにマッピングされる場合のパケット数に
よって、しきい値を設定できます。最小および最大

のしきい値は同じタイプにする必要があります。集

約引数を指定しない場合は、集約WREDは設定さ
れません。デフォルトのしきい値はパケット数で

す。しきい値は 1～ 83886080です。

次のオプションパラメータを指定することもでき

ます。

• dropprobability：このオプションは、平均キュー
サイズが最小キュー長と最大キューサイズの
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目的コマンドまたはアクション

間にある場合のドロップ確率を指定します。

キューサイズが最大キューサイズより大きい

場合は、すべて（100%）のフレームがドロッ
プされます。drop probabilityのデフォルト値は
100です。

• weight：このオプションは、現在のキューサ
イズから実際のキューサイズを取得するため

に使用されます。たとえば、weightが 0の場
合は、実際のキューサイズが現在のキューサ

イズと等しいことを意味します。デフォルト

の重み値は 0です。

• cap-average：このオプションは、平均キュー
サイズが現在のキューサイズより大きい場合

に、平均キューサイズを現在のキューサイズ

によって置き換えるために使用されます。

ポリシーモードを終了します。switch(config-cmap-que)# exitステッ

プ 8   

グローバル ECNしきい値を設定します。最小およ
び最大グローバルバッファしきい値を指定できま

switch(config)# congestion-control
random-detect global-buffer
minimum-threshold {min-threshold

ステッ

プ 9   
す。グローバルバッファがこれらのしきい値を超

[bytes | kilobytes |megabytes |
える場合は、キューしきい値を超えていなくても、packets]}maximum-threshold
個別のキューのパケット（ECNまたはWREDがイ{max-threshold [bytes | kilobytes |

megabytespackets} ネーブル）がマークまたはドロップされます。パ

ケット数、バイト数、および 1パケットが 208バイ
トにマッピングされる場合のパケット数によって、

しきい値を設定できます。最小および最大のしきい

値は同じタイプにする必要があります。集約引数を

指定しない場合は、集約WREDは設定されません。
デフォルトのしきい値はパケット数です。しきい値

は 1～ 83886080です。

（任意）

クラスしきい値だけに基づき、グローバルバッファ

しきい値の設定から独立している指定 QoSグルー
プの ECNマーキングをイネーブルにします。

switch(config-pmap-nq)#
wred-queue qos-group-map
queue-onlyqueue-group

ステッ

プ 10   

（任意）

queue-only QoSグループマップの設定を表示しま
す。

switch(config-pmap-nq)# show
wred-queue qos-group-map

ステッ

プ 11   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を継続的に保存します。

switch# copy running-config
startup-config

ステッ

プ 12   

次に、クラスごとの ECNしきい値を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# class-map type queuing cque_ecn
switch(config-cmap-que)# match qos-group 1
switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)# policy-map type queuing pque_ecn
switch(config-pmap-que)# class type queuing cque_ecn
switch(config-pmap-c-que)# random-detect minimum-threshold 20 kilobytes
maximum-threshold 60 kilobytes drop-probability 70 weight 11 cap-average

次に、パケット、バイト、キロバイト、メガバイトでグローバルECNしきい値を設定する例を示
します。

switch(config)# congestion-control random-detect global-buffer
minimum-threshold 1000 bytes maximum-threshold 1000 bytes
switch(config)#

一時停止バッファしきい値およびプライオリティグループの設定

入力キューイングポリシーを使用して、一時停止バッファしきい値およびプライオリティグルー

プを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィ

ギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalス

テッ

プ 1   

ポリシーマップキュー

イングクラスモードを

switch(config)# policy-map type queuingpolicy-map nameス

テッ

プ 2   開始し、type queuingポ
リシーマップに割り当

てられたポリシーマッ

プを特定します。

ポリシーマップの既存

のキューイングクラス

switch(config-pmap-que)# class type queuingclass-map nameス

テッ

プ 3   マップを参照し、クラス

モードを開始します。
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目的コマンドまたはアクション

これは、システ

ム QoSに適用さ
れるネットワー

ク QoSポリシー
の no-dropクラス
として定義する

必要がありま

す。

重

要

ポーズと再開のための

バッファのしきい値設定

を指定します。

各パラメータ

の横に記載さ

れている値

は、推奨値で

す。入力

キューイング

ポリシーで値

が定義されて

いない場合、

これらの値が

システムに

よって割り当

てられ、デ

フォルト値に

なります。要

件に基づいて

異なる値を使

用できます。

（注）

switch(config-pmap-c-que)# pause
buffer-sizebuffer-sizepause-thresholdxoff-sizeresume-threshold xon-size

ス

テッ

プ 4   

10ギガビットポート
で、no-dropクラスの
MTUが 2240以下の場合

• buffer-size：27,456
バイト

• pause threshold：
12,480バイト

• resume-threshold：0
バイト

10ギガビットポート
で、no-dropクラスの
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目的コマンドまたはアクション

MTUが 2240を超える場
合

• buffer-size：89,440
バイト

• pause threshold：
34,320バイト

• resume-threshold：
21,840バイト

40ギガビットポート
で、no-dropクラスの
MTUが 2240以下の場合

• buffer-size：83,616
バイト

• pause threshold：
40,352バイト

• resume-threshold：
19,552バイト

40ギガビットポート
で、no-dropクラスの
MTUが 2240を超える場
合

• buffer-size：
1,58,080バイト

• pause threshold：
77,376バイト

• resume-threshold：
56,576バイト

ポーズと再開のための

バッファのしきい値設定

を削除します。

switch(config-pmap-c-que)# no pause
buffer-sizebuffer-sizepause-thresholdxoff-sizeresume-thresholdxon-size

ス

テッ

プ 5   

no-dropクラストラ
フィックを、指定したプ

switch(config-pmap-c-que)# pause priority-grouppriority group numberス

テッ

プ 6   ライオリティグループ

にマッピングします。

Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS QoS コンフィギュレーションガイド、リリース 7.x    
37

QoS 設定
一時停止バッファしきい値およびプライオリティグループの設定



目的コマンドまたはアクション

（任意） Cisco Nexus
3100シリーズスイッチ

switch(config-pmap-c-que)# queue-limitqueue size [dynamicdynamic
threshold]

ス

テッ

プ 7   のキューで利用できる静

的または動的な共有制限

を指定します。静的な

キュー制限は、増大する

キューに固定のサイズを

定義します。動的な

キュー制限は、アルファ

値の観点から利用可能な

フリーセルの検出数に

よってキューのしきい値

サイズを決定します。

次に、no-dropクラスのプライオリティグループを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config-pmap-que)# policy-map type queuing p1
switch(config-pmap-que)# class type queuing c1
switch(config-pmap-c-que)# pause buffer-size 39936 pause-threshold 24960 resume-threshold
12480
switch(config-pmap-c-que)# pause priority-group 1

マーキングについて

マーキングは、着信および発信パケットのQuality of Service（QoS）フィールドを変更するために
使用する方式です。

マーキングのコマンドは、ポリシーマップ内で参照されるトラフィッククラスで使用できます。

設定できるマーキング機能を次に示します。

• DSCP

• IP precedence

• CoS

CoS マーキングの設定
CoSフィールドの値は、IEEE 802.1Qヘッダーの VLAN IDタグフィールドの上位 3ビットに記録
されます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作成
するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

マップモードを開始します。

switch(config) # policy-map
[type network-qos] policy-map
name

ステップ 2   

ポリシーマップ名には、アルファベット、ハイフン、

またはアンダースコア文字を含めることができます。

ポリシーマップ名は大文字と小文字が区別され、最大

40文字まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップク
ラス設定モードを開始します。

switch(config-pmap-nq) # class
[type network-qos] {class-map
name |class-default}

ステップ 3   

ポリシーマップ内のクラスと現在一致していないトラ

フィックをすべて選択するには、class-defaultキーワー
ドを使用します。

CoS値を cos-valueに指定します。switch(config-pmap-c-nq) # set
cos cos-value

ステップ 4   

cos-value値は、0～ 7の範囲で指定します。

このコマンドは、出力ポリシーに対しての

みサポートされます。

（注）

DSCP マーキングの設定
IPヘッダーの DiffServフィールドの最上位 6ビットで、DSCP値を指定の値に設定できます。次
の表に示す標準の DSCP値のほか、0～ 60の数値も入力できます。

DSCPまたは IP precedenceを設定できますが、IPパケットの同じフィールドを変更することに
なるため、両方の値を設定することはできません。

（注）

表 3：標準の DSCP 値

DSCP 値のリスト値

AF11 dscp（001010）：10進値 10af11

AF12 dscp（001100）：10進値 12af12
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DSCP 値のリスト値

AF13 dscp（001110）：10進値 14af13

AF21 dscp（010010）：10進値 18af21

AF22 dscp（010100）：10進値 20af22

AF23 dscp（010110）：10進値 22af23

AF31 dscp（011010）：10進値 26af31

AF40 dscp（011100）：10進値 28af32

AF33 dscp（011110）：10進値 30af33

AF41 dscp（100010）：10進値 34af41

AF42 dscp（100100）：10進値 36af42

AF43 dscp（100110）：10進値 38af43

CS1（precedence 1）dscp（001000）：10進値 8cs1

CS2（precedence 2）dscp（010000）：10進値 16cs2

CS3（precedence 3）dscp（011000）：10進値 24cs3

CS4（precedence 4）dscp（100000）：10進値 32cs4

CS5（precedence 5）dscp（101000）：10進値 40cs5

CS6（precedence 6）dscp（110000）：10進値 48cs6

CS7（precedence 7）dscp（111000）：10進値 56cs7

デフォルト dscp（000000）：10進値 0デフォルト

EF dscp（101110）：10進値 46ef
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手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを作成
するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

policy-map type qos
qos-policy-map-name

ステップ 2   

マップモードを開始します。ポリシーマップ名には、ア

ルファベット、ハイフン、またはアンダースコア文字を

含めることができます。ポリシーマップ名は大文字と小

文字が区別され、最大 40文字まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップクラ
スコンフィギュレーションモードを開始します。ポリ

class [type qos]
{class-map-name |
class-default}

ステップ 3   

シーマップ内のクラスと現在一致していないトラフィッ

クをすべて選択するには、class-defaultキーワードを使
用します。

DSCP値を dscp-valueに設定します。標準の DSCP値の
表を参照してください。

set dscp dscp-valueステップ 4   

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

IP precedence マッピングの設定
IP precedenceのフィールドの値を、IPヘッダーの IPv4サービスタイプ（ToS）フィールドまたは
IPv6の同等の [Traffic Class]フィールドの 0～ 2ビットに設定できます。次の表に、優先順位値を
示します。

IP precedenceとDSCPのいずれかの値は設定できますが、IPパケットの同じフィールドを変更
することになるため、両方の値は設定できません。

（注）

表 4：優先順位値

優先順位値のリスト値

IP precedence値0～ 7
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優先順位値のリスト値

クリティカル優先順位（5）critical

フラッシュ優先順位（3）flash

フラッシュオーバーライド優先順位（4）flash-override

即時優先順位（2）immediate

インターネットワークコントロール優先順位

（6）
internet

ネットワークコントロール優先順位（7）network

プライオリティ優先順位（1）priority

ルーチン優先順位（0）routine

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# config terminalステップ 1   

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作成
するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

switch(config) # policy-map
[type qos]
qos-policy-map-name

ステップ 2   

マップモードを開始します。ポリシーマップ名には、

アルファベット、ハイフン、またはアンダースコア文

字を含めることができます。ポリシーマップ名は大

文字と小文字が区別され、最大 40文字まで設定でき
ます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-nq) # class
[type qos] {class-map-name |
class-default}

ステップ 3   

ポリシーマップ内のクラスと現在一致していないト

ラフィックをすべて選択するには、class-defaultキー
ワードを使用します。

IP precedence値を precedence-valueに設定します。優
先順位値の表に示す値のいずれか 1つを入力できま
す。

switch(config-pmap-c-nq) # set
precedence precedence-value

ステップ 4   

   Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS QoS コンフィギュレーションガイド、リリース 7.x
42

QoS 設定
IP precedence マッピングの設定



次の例では、precedenceマーキングを 5に設定する方法を示します。
switch(config)# policy-map type qos my_policy
switch(config-pmap-qos)# class type qos my_class
switch(config-pmap-c-qos)# set precedence 5
switch(config-pmap-c-qos)#

レイヤ 3 ルーティングの QoS 設定

レイヤ 3 トポロジの必須の CoS マーキング設定
レイヤ 3トポロジでは、一意の cos値でネットワーク QoSポリシーに各 QoSグループを設定する
必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

設定済みのポリシーマップおよびCoS値を表示します。switch# show policy-map
system

ステップ 1   

レイヤ 3トポロジでは、各 qosgroupに一意の CoS値が
必要です。showpolicy-map systemコマンドを使用して、
使用されている CoS値と、QoSグループには使用でき
ない CoS値を表示します。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 2   

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作成す
るか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシーマッ

プモードを開始します。

switch(config) # policy-map
[type network-qos]
policy-map name

ステップ 3   

ポリシーマップ名には、アルファベット、ハイフン、

またはアンダースコア文字を含めることができます。ポ

リシーマップ名は大文字と小文字が区別され、最大 40
文字まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップク
ラス設定モードを開始します。

switch(config-pmap-nq) #
class [type network-qos]
{class-map name
|class-default}

ステップ 4   

ポリシーマップ内のクラスと現在一致していないトラ

フィックをすべて選択するには、class-defaultキーワー
ドを使用します。

CoS値を指定します。switch(config-pmap-nq-c) #
set cos cos-value

ステップ 5   

値の範囲は 0～ 7です。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

このコマンドは出力ポリシーだけで使用でき

ます。

レイヤ 3トポロジでは、各 qos-groupに固有の
cos設定が必要です。

（注）

次に、レイヤ 3トポロジで、CoS値を 4に設定する例を示します。
switch# show policy-map system
Type network-qos policy-maps
===============================

policy-map type network-qos pn-01
class type network-qos cn-01 match qos-group 1
mtu 8500
pause no-drop
set cos 2

class type network-qos cn-02 match qos-group 2
set cos 4
mtu 9216

class type network-qos cn-03 match qos-group 3
mtu 8000
set cos 6

class type network-qos cn-04 match qos-group 4
mtu 8750
set cos 7

class type network-qos cn-ip-multicast match qos-group 5
set cos 5
mtu 7500

class type network-qos class-default match qos-group 0
mtu 1500
multicast-optimize
set cos 1

...
switch# configure terminal
switch(config)# policy-map type network-qos pn-01
switch(config-pmap-nq)# class type network-qos cn-05
switch(config-pmap-c-nq)# set cos 3

レイヤ 3 マルチキャストキューイングの設定
この手順を使用すると、各キューが異なる重み付けラウンドロビン（WRR）パラメータで設定さ
れたさまざまなキューに、トラフィックを配信できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

次の例は、レイヤ 3インターフェイスの設定方法を示したものです。
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レイヤ 3 インターフェイスのサービスポリシーの設定
レイヤ 3インターフェイスのサービスポリシーを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

指定したインターフェイスの設定モードを開始します。switch(config)#
interfaceethernetslot/port

ステップ 2   

レイヤ 3インターフェイスを選択します。switch(config-if)# no
switchport

ステップ 3   

ポリシーマップをレイヤ 3インターフェイスのサービス
ポリシーとして使用するように指定します。2つのポリ
シーマップコンフィギュレーションモードがあります。

switch(config-if)#
service-policy [type {qos
input | queuing [input |
output]}policy-name

ステップ 4   

• qos：分類モード。これがデフォルトモードです。

• queuing：キューイングモード。

outputキーワードは、このポリシーマップがイ
ンターフェイスの送信トラフィックに適用され

ることを示し、inputキーワードは、このポリ
シーマップがインターフェイスの受信トラ

フィックに適用されることを示します。キュー

イングポリシーには、outputと inputの両方を
適用できます。inputに適用されたポリシーには
バッファ設定が、outputに適用されたポリシー
にはスケジューリングおよびキューイング設定

がそれぞれ必要です。

（注）

次に、キューイングポリシーマップをレイヤ 3インターフェイスに関連付ける例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# service-policy type queuing output my_output_q_policy
switch(config-if)#

次に、入力 qosポリシーマップをレイヤ 3インターフェイスに付加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# service-policy type qos input my_input_qos_policy
switch(config-if)#
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ユニキャストおよびマルチキャストトラフィックに割り当てられた帯域幅の変更

重み付けラウンドロビン（WRR）の重み付けをインターフェイスデータレートの割合（%）とし
て出力キューに割り当てることにより、ユニキャストおよびマルチキャストトラフィックに割り

当てられた帯域幅を変更できます。wrr unicast-bandwidthコマンドは、特定のインターフェイスで
使用する場合でも、この帯域幅パーセンテージをグローバルに設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定されたインターフェイスのコンフィギュ

レーションモードを開始します。

switch(config)#
interfaceethernetslot/port

ステップ 2   

ユニキャストおよびマルチキャストトラフィッ

クに割り当てられたトラフィック輻輳時の帯域

switch(config-if)# wrr
unicast-bandwidthpercentage-value

ステップ 3   

幅をグローバルに変更します。帯域幅値のパー

センテージ範囲は 0～ 100%です。

次に、キューイングポリシーマップをレイヤ 3インターフェイスに関連付ける例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# wrr unicast-bandwidth 75
switch(config-if)#

システムサービスポリシーの追加

service-policyコマンドは、システムのサービスポリシーとしてシステムクラスポリシーマップ
を指定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

システムクラスコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config)# system qosステップ 2   
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デフォルトシステムサービスポリシーの復元

新しいポリシーを作成して、それをシステムQoSコンフィギュレーションに追加した場合、コマ
ンドの noフォームを入力して、デフォルトポリシーを再適用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

システムクラスコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config)# system qosステップ 2   

分類モードのポリシーマップをリセットし

ます。このポリシーマップ設定はシステム

switch(config-sys-qos)# no
service-policy type qos
inputpolicy-map name

ステップ 3   

qos入力またはインターフェイス入力のみに
使用します。

ネットワーク全体のポリシーマップをリ

セットします。

switch(config-sys-qos)# no
service-policy type
network-qospolicy-map name

ステップ 4   

出力キューイングモードのポリシーマッ

プをリセットします。

switch(config-sys-qos)# no
service-policy type queuing[input |
output]policy-map name

ステップ 5   

ジャンボ MTU のイネーブル化
スイッチ全体のジャンボ最大伝送単位（MTU）は、デフォルトのイーサネットシステムクラス
（class-default）のポリシーマップでMTUを最大サイズ（9216バイト）に設定することによっ
て、イネーブルにできます。

ポートチャネルサブインターフェイスでジャンボMTUを設定する場合は、最初に基本インター
フェイスでMTU 9216を有効にしてから、サブインターフェイスでそれを再設定する必要があり
ます。ジャンボMTUを基本インターフェイスで有効にする前にサブインターフェイスで有効に
すると、次のエラーメッセージがコンソールに表示されます。

switch(config)# int po 502.4
switch(config-subif)# mtu 9216
ERROR: Incompatible MTU values

Cisco Nexusデバイスは、すべてのポートのすべてのクラスで 1 MTUをサポートします。（注）
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スイッチで FCoEを使用するには、カスタム network-qosポリシーに class-fcoeを追加します。す
でに FCoEを使用している場合は、ジャンボ QoSポリシーを有効にした後にスイッチで FCoEが
ダウンしないように、設定に以下の行が追加されていることを確認します。

switch# conf t
switch(config)# policy-map type network-qos jumbo
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos class-fcoe
switch(config-pmap-nqos-c)# end

次に、QoSを変更してジャンボMTUをイネーブルにする例を示します。
switch# conf t
switch(config)# policy-map type network-qos jumbo
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos class-default
switch(config-pmap-c-nqos)# mtu 9216

system jumbomtuコマンドは、スイッチの最大MTUサイズを定義します。ただし、ジャンボ
MTUはMTUが設定されたシステムクラスだけにサポートされます。

（注）

ジャンボ MTU の確認
Cisco Nexusデバイスでは、トラフィックは 8つのQoSグループのいずれか 1つに分類されます。
MTUは、QoSグループレベルで設定されます。デフォルトでは、すべてのイーサネットトラ
フィックは、QoSグループ 0にあります。show queueing interface ethernet slot/chassis_numberコマ
ンドを使用すると、すべての QoSグループ、制御 QoSグループ、SPAN QoSグループ、および
PFC統計情報が表示されます。

show policy-map system type network-qosコマンドを使用すると、QoSグループに関して設定されて
いる HWMTUが表示されます。
switch(config)# show policy-map system type network-qos

Type network-qos policy-maps
============================
policy-map type network-qos pn_system
class type network-qos cn_1
match qos-group 1
mtu 9216

class type network-qos cn_2
match qos-group 2
mtu 9216

class type network-qos cn_3
match qos-group 3
mtu 9216

class type network-qos cn_4
match qos-group 4
mtu 9216

class type network-qos cn_5
match qos-group 5
mtu 9216

class type network-qos cn_6
match qos-group 6
mtu 9216

class type network-qos cn_7
match qos-group 7
mtu 9216

class type network-qos class-default
match qos-group 0
mtu 1500

switch(config)#
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次に、すべてのQoSグループ、制御QoSグループ、SPANQoSグループ、および PFC統計情報を
表示する例を示します。

switch# show queuing interface ethernet1/11
Egress Queuing for Ethernet1/11 [System]
------------------------------------------------------------------------------
QoS-Group# Bandwidth% PrioLevel Shape QLimit

Min Max Units
------------------------------------------------------------------------------

0 100 - - - - 7(D)
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 0 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 1 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 2 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 3 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 4 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 5 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 6 |
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+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 7 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| CONTROL QOS GROUP |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 1055| 0| 0|
| Tx Byts | 83011| 0| 0|
| Dropped Pkts | 7| 0| 0|
| Dropped Byts | 508| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| SPAN QOS GROUP |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+

Port Egress Statistics
--------------------------------------------------------
WRED Drop Pkts 0

Ingress Queuing for Ethernet1/11
------------------------------------------------------------------
QoS-Group# Pause QLimit

Buff Size Pause Th Resume Th
------------------------------------------------------------------

7 - - - 11210992(S)
6 - - - 11210992(S)
5 - - - 11210992(S)
4 - - - 11210992(S)
3 - - - 11210992(S)
2 - - - 11210992(S)
1 - - - 11210992(S)
0 - - - 11210992(S)

Port Ingress Statistics
--------------------------------------------------------
Ingress MMU Drop Pkts 0
Ingress MMU Drop Bytes 0

PFC Statistics
----------------------------------------------------------------------------
TxPPP: 0, RxPPP: 0
----------------------------------------------------------------------------
COS QOS Group PG TxPause TxCount RxPause RxCount
0 - 7 Inactive 0 Inactive 0
1 - 7 Inactive 0 Inactive 0
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2 - 7 Inactive 0 Inactive 0
3 - 7 Inactive 0 Inactive 0
4 - 7 Inactive 0 Inactive 0
5 - 7 Inactive 0 Inactive 0
6 - 7 Inactive 0 Inactive 0
7 - 7 Inactive 0 Inactive 0

----------------------------------------------------------------------------

インターフェイスでの QoS の設定

タグなし CoS の設定
802.1pCoS値でタグ付けされていない着信パケットは、デフォルトのタグなしCoS値（0）に割り
当てられます（これはデフォルトのイーサネットドロップシステムクラスにマッピングされま

す）。イーサネットまたは EtherChannelインターフェイスのデフォルトのタグなし Cos値は上書
きできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定されたインターフェイスまたはポート

チャネルの設定モードを開始します。

switch(config)# interface {ethernet
[chassis/]slot/port |
port-channelchannel-number}

ステップ 2   

タグなし CoS値を設定します。指定でき
る値は 1～ 7です。

switch(config-if)# untagged
coscos-value

ステップ 3   

次に、インターフェイスで受信するタグなしフレームに CoS値 4を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# untagged cos 4

インターフェイスサービスポリシーの設定

入力 qosポリシーは、イーサネットインターフェイスの着信トラフィックに適用される分類用の
サービスポリシーです。typequeuingの場合、出力ポリシーは、指定されたクラスに一致するすべ
ての発信トラフィックに適用されます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定したインターフェイスの設定モードを開始し

ます。

switch(config)# interface
{ethernet [chassis/]slot/port |
port-channelchannel-number}

ステップ 2   

ポートチャネルのサービスポリシーは

すべてのメンバーインターフェイスに

適用されます。

（注）

インターフェイスにポリシーマップを適用しま

す。

switch(config-if)# service-policy
inputpolicy-name

ステップ 3   

制約事項として、システム type qosポリ
シーは、インターフェイスや

EtherChannelに適用される type qosポリ
シーと同じものにできません。

（注）

次の例は、イーサネットインターフェイスにポリシーを適用する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# service-policy type qos input policy1

QoS 設定の確認
QoS設定を確認するには、次の作業の 1つを実行します。

目的コマンド

デバイスで定義されたクラスマップを表示しま

す。

switch# show class-map

デバイスで定義されたポリシーマップを表示し

ます。指定したポリシーだけを表示することも

できます。

switch# show policy-map [name]

1つまたはすべてのインターフェイスのポリシー
マップ設定を表示します。

switch# show policy-map interface [interface
number]

システム qosに結合されたポリシーマップ設定
を表示します。

switch# show policy-map system
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目的コマンド

特定のポリシータイプのポリシーマップ設定

を表示します。指定したポリシーだけを表示す

ることもできます。

switch# show policy-map type {network-qos | qos
| queuing} [name]

すべてのインターフェイスのタグなしCoS値を
表示します。

switch# show interface untagged-cos
[modulenumber]

出力キューにマッピングされたCoS値を表示し
ます。

switch# show wrr-queue cos-map [var]

QoSの実行コンフィギュレーションに関する情
報を表示します。

switch# running-config ipqos

QoSのスタートアップコンフィギュレーション
に関する情報を表示します。

switch# startup-config ipqos

インターフェイスのキューイング情報を表示し

ます。

switch# show queuing interface
ethernetslot-no/port-no

すべてのインターフェイスに関して設定されて

いるキューイング情報を表示します。これに

は、各クラスのシェーパー設定情報、各ポート

の制御キュー Txおよびドロップ統計情報、な
らびにWREDドロップパケット数が含まれま
す。

switch# show queuing

次に、ネットワーク QoSポリシーを設定する例を示します。
switch(config)# class-map type network-qos cnq1
switch(config-cmap-nq)# match qos-group 1
switch(config-cmap-nq)# exit
switch(config)# class-map type network-qos cnq6
switch(config-cmap-nq)# match qos-group 6
switch(config-cmap-nq)# exit
switch(config)# policy-map type network-qos pnqos
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos cnq1
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 2200
switch(config-pmap-nqos-c)# pause no-drop
switch(config-pmap-nqos-c)# set cos 4
switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos cnq6
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 2200
switch(config-pmap-nqos-c)# pause no-drop
switch(config-pmap-nqos-c)# set cos 5
switch(config-pmap-nqos-c)# congestion-control random-detect ecn
switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos class-default
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 9216
switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos pnqos
switch(config-sys-qos)#

Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS QoS コンフィギュレーションガイド、リリース 7.x    
53

QoS 設定
QoS 設定の確認



次に、出力キューイングポリシーを設定する例を示します。

switch(config)# class-map type queuing cqu1
switch(config-cmap-que)# match qos-group 1
switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)# class-map type queuing cqu6
switch(config-cmap-que)# match qos-group 6
switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)# policy-map type queuing pqu
switch(config-pmap-que)# class type queuing class-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 70
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# class type queuing cqu1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# class type queuing cqu6
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 20
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# exit
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output pqu
switch(config-sys-qos)#

次に、入力キューイングポリシーを設定する例を示します。

switch(config)# class-map type queuing cqu1
switch(config-cmap-que)# match qos-group 1
switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)# class-map type queuing cqu6
switch(config-cmap-que)# match qos-group 6
switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)# policy-map type queuing piqu
switch(config-pmap-que)# class type queuing cqu1
switch(config-pmap-c-que)# pause buffer-size 39936 pause-threshold 24960 resume-threshold
12480
switch(config-pmap-c-que)# pause priority-group 1
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# class type queuing cqu6
switch(config-pmap-c-que)# pause priority-group 3
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# class type queuing class-default
switch(config-pmap-c-que)# queue-limit dynamic 2
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# exit
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output piqu
switch(config-sys-qos)#

次に、QoSポリシーを設定する例を示します。
switch(config)# class-map type qos cqos1
switch(config-cmap-qos)# match cos 1
switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)# class-map type qos cqos6
switch(config-cmap-qos)# match cos 6
switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)# policy-map type qos pqos
switch(config-pmap-qos)# class type qos cqos1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)# class type qos cqos6
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 6
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type qos input pqos
switch(config-sys-qos)#

次に、インターフェイス上でタグなし cosの設定を確認する例を示します。
switch(config-if)# show interface untagged-cos
=================================
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Interface Untagged-CoS
=================================

Ethernet1/1 4
Ethernet1/2
Ethernet1/3 5
Ethernet1/4
Ethernet1/5
Ethernet1/6
Ethernet1/7
Ethernet1/8
Ethernet1/9
Ethernet1/10
Ethernet1/11
Ethernet1/12
Ethernet1/13
Ethernet1/14
Ethernet1/15
Ethernet1/16
Ethernet1/17

次に、QoSの実行コンフィギュレーションを表示する例を示します。
switch(config)# show running-config ipqos
!Command: show running-config ipqos
!Time: Tue Dec 10 08:29:08 2013

version 6.0(2)U2(1)
class-map type qos match-all c1
match cos 1

class-map type qos match-all c2
match cos 2

.

.

.
class-map type qos match-any cq1
match cos 4

class-map type qos match-any cq2
match cos 5

class-map type qos match-all dscp
match precedence 0

class-map type qos match-all cq1_1
match cos 4
match precedence 7

class-map type qos match-all cq2_1
match cos 5
match precedence 3

class-map type qos match-all cMap_Cos_1
match cos 1

class-map type qos match-all cMap_Cos_2
match cos 2

.

.

.

class-map type queuing cMap_Qing_match_qGrp_7
match qos-group 7

policy-map type qos inpq
class c5
set qos-group 5

.

.

.
policy-map type queuing piqu
class type queuing cqu1
pause buffer-size 39936 pause-threshold 24960 resume-threshold 12480
pause priority-group 1

class type queuing cqu6
pause priority-group 3

.

.

.

class-map type network-qos cMap_NQ_match_qGrp_7
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match qos-group 7
policy-map type network-qos pnqos
class type network-qos cnq1
mtu 2200
pause no-drop
set cos 4

class type network-qos cnq6
mtu 2200
pause no-drop
set cos 5
congestion-control random-detect ecn

.

.

.
system qos
service-policy type qos input pMap_Qos_system
service-policy type network-qos pMap_NQ_system
service-policy type queuing output pMap_Qing_system

interface Ethernet1/1/1
priority-flow-control mode on

interface Ethernet1/32
priority-flow-control mode on

次に、出力キューにマッピングされた QoSグループを表示する例を示します。
switch(config)# wrr-queue qos-group-map 3 1
switch(config)# show wrr-queue qos-group-map
MCAST Queue ID Qos-Group Map
0 0
1 2 3
2 4 5
3 1 6 7
switch(config)#

次に、クラスマップ設定を表示する例を示します。

switch(config)# show class-map

Type qos class-maps
===================

class-map type qos match-all cqos1
match cos 1

class-map type qos match-all cqos6
match cos 6

class-map type qos match-any class-default
match any

Type queuing class-maps
=======================

class-map type queuing cqu1
match qos-group 1

class-map type queuing cqu6
match qos-group 6

class-map type queuing class-default
match qos-group 0

Type network-qos class-maps
==============================

class-map type network-qos cnq1
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match qos-group 1

class-map type network-qos cnq6
match qos-group 6

class-map type network-qos class-default
match qos-group 0

switch(config)#

次に、ポリシーマップ設定を表示する例を示します。

switch(config)# show policy-map

Type qos policy-maps
====================

policy-map type qos pqos
class type qos cqos1
set qos-group 1

class type qos cqos6
set qos-group 6

class type qos class-default
set qos-group 0

policy-map type qos default-in-policy
class type qos class-default
set qos-group 0

Type queuing policy-maps
========================
policy-map type queuing piqu
class type queuing cqu1
pause buffer-size 39936 pause-threshold 24960 resume-threshold 12480
pause priority-group 1

class type queuing cqu6
pause priority-group 3

class type queuing class-default
bandwidth percent 100
queue-limit dynamic 2

Type network-qos policy-maps
===============================

policy-map type network-qos pnqos
class type network-qos cnq1
mtu 1500
set cos 4

class type network-qos cnq6
mtu 1500
set cos 5
congestion-control random-detect ecn

class type network-qos class-default
mtu 9216

policy-map type network-qos default-nq-policy
class type network-qos class-default
mtu 1500

switch(config)#

次に、システムのすべてのアクティブポリシーマップを表示する例を示します。

switch(config)# show policy-map system
Type network-qos policy-maps
===============================
policy-map type network-qos pnqos

class type network-qos cnq1
match qos-group 1

mtu 2200
pause no-drop
set cos 4

class type network-qos cnq6
match qos-group 6
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mtu 2200
pause no-drop
set cos 5
congestion-control random-detect ecn

class type network-qos class-default
match qos-group 0

mtu 9216

Service-policy (qos) input: pMap_Qos_system
policy statistics status: enabled

Class-map (qos): cqos1 (match-all)
Match: cos 1
set qos-group 1

Class-map (qos): cqos6 (match-all)
Match: cos 6
set qos-group 6

Class-map (qos): class-default (match-any)
Match: any
set qos-group 0

Service-policy (queuing) output: pqu
policy statistics status: disabled

Class-map (queuing): cqu1 (match-any)
Match: qos-group 1
bandwidth percent 10

Class-map (queuing): cqu6 (match-any)
Match: qos-group 6
bandwidth percent 20

Class-map (queuing): class-default (match-any)
Match: qos-group 0
bandwidth percent 70

switch(config)#

次に、インターフェイスに設定されているサービスポリシーマップを表示する例を示します。

switch(config)# show policy-map interface ethernet 1/1

Global statistics status : enabled

Ethernet1/1

Service-policy (qos) input: pqos
policy statistics status: enabled

Class-map (qos): cqos1 (match-all)
Match: cos 1
set qos-group 1

Class-map (qos): cqos6 (match-all)
Match: cos 6
set qos-group 6

Class-map (qos): class-default (match-any)
Match: any
set qos-group 0

Service-policy (queuing) output: pqu
policy statistics status: enabled

Class-map (queuing): cqu1 (match-any)
Match: qos-group 1
bandwidth percent 10

Class-map (queuing): cqu6 (match-any)
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Match: qos-group 6
bandwidth percent 20

Class-map (queuing): class-default (match-any)
Match: qos-group 0
bandwidth percent 70

switch(config)#

次に、すべてのインターフェイスに関して設定されているキューイング情報を表示する例を示し

ます。

switch# show queuing
Egress Queuing for Ethernet1/1 [Interface]
------------------------------------------------------------------
QoS-Group# Bandwidth% PrioLevel Shape

Min Max Units
------------------------------------------------------------------

0 10 - 0 0 -
1 10 - 0 0 -
2 10 - 0 0 -
3 10 1 0 0 -
4 10 - 0 0 -
5 10 2 0 0 -
6 10 - 0 0 -
7 10 - 0 0 -
9 0 - 0 0 -

+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 0 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 0| 0
| Tx Byts| 0| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 1 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 0| 0
| Tx Byts| 0| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 2 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 0| 0
| Tx Byts| 0| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 3 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 0| 0
| Tx Byts| 0| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 4 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 0| 0
| Tx Byts| 0| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
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+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 5 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 0| 0
| Tx Byts| 0| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 6 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 0| 0
| Tx Byts| 0| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 7 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 0| 0
| Tx Byts| 0| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+-------------------------------------------------------------------+
| CONTROL QOS GROUP 9 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 1901| 0
| Tx Byts| 145235| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+--------------------------------------------------+
Port Egress Statistics
----------------------------------------------------
WRED Drop Pkts 0

...

Egress Queuing for Ethernet1/4 [Interface]
------------------------------------------------------------------
QoS-Group# Bandwidth% PrioLevel Shape

Min Max Units
------------------------------------------------------------------

0 100 - 0 0 -
9 0 - 0 0 -

+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 0 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 0| 0
| Tx Byts| 0| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+-------------------------------------------------------------------+
| CONTROL QOS GROUP 9 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts| 8634| 0
| Tx Byts| 1218248| 0
| Dropped Pkts| 0| 0
| Dropped Byts| 0| 0
+--------------------------------------------------+
Port Egress Statistics
----------------------------------------------------
WRED Drop Pkts 0
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QoS パケットバッファのモニタリング
Cisco Nexus 3000シリーズスイッチには、9MBのメモリバッファがあります。また、Cisco Nexus
3100シリーズデバイスには、ポートおよびダイナミック共有メモリごとに専用として区切られた
12MBのメモリバッファがあります。各前面パネルポートに出力で 8個のユニキャストと 4個の
マルチキャストキューがあります。Cisco Nexus 3100シリーズスイッチには、出力で 8個のユニ
キャストと 8個のマルチキャストキューがあります。バーストまたは輻輳シナリオでは、各出力
ポートはダイナミック共有メモリからバッファを消費します。

Cisco Nexus 3000シリーズスイッチでは、ポート単位の共有バッファのステータスをリアルタイ
ムで表示できます。Cisco Nexus 3100シリーズスイッチでは、ポート単位の共有バッファのピー
クステータスも表示できます。セルの数に関して、すべてのカウンタが表示されます。各セルは

208バイトです。また消費量と使用可能なセルの数に関して、グローバルレベルバッファの消費
を表示できます。

リリース 6.0(2)U5(1)以降、バッファは、プール 0とプール 1の 2つのプールに分割されます。
Cisco Nexus 3000シリーズスイッチは、Broadcom T+を備えている場合にバッファが合計 9 MB、
Broadcom T2を備えている場合にバッファが合計 12 MBです。バッファには、all、default、none
の 3つのモードがあります。Cisco Nexus 3000シリーズスイッチのバッファのデフォルトモード
は allです。

T+のデフォルトモードの allには、10個のユニキャストキューと 5個のマルチキャストキュー
があります。T+の各キューは 8つのセルを消費します。したがって、各ポートで 120のセルが消
費されます（10 × 8 + 5 × 8 = 120）。T+には合計 46080のセルがあります。T+では、allモードで
120セル/ポートが消費されます。

T2のデフォルトモードの allには、10個のユニキャストキューと 10個のマルチキャストキュー
があります。T2の各キューは 11のセルを消費します。したがって、各ポートで 220のセルが消
費されます（10 × 11 + 10 × 11 = 220）。T2には合計 61440のセルがあります。T2では、allモー
ドで 220セル/ポートが消費されます。

T+および T2以外をベースとするCisco Nexus 3000シリーズスイッチには、48個の CPUマルチ
キャストキューがあります。

defaultモードでは、1個のデフォルトユニキャストキュー、マルチキャストキュー、ユニキャス
ト CPUキュー（q9）、およびマルチキャスト CPUキュー（q9）で合計 44のセルが消費されます
（11 × 4 = 44）。noneモードでは、ユニキャストCPUキュー（q9）とマルチキャストCPUキュー
（q9）のみでセルが消費され、合計 22のセルが消費されます（11 × 2 = 22）。

各プラットフォームで消費される最大セル数は、次のとおりです。

•プラットフォーム T2ベースの製品：allモードの最大セル数が 23586セルです。

•プラットフォーム T2ベースの製品：defaultモードの最大セル数が 29903セルです。

•プラットフォーム T2ベースの製品：noneモードの最大セル数が 30677セルです。
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show running | grep hardwareコマンドにより、設定されているモードが CLI出力に表示されます。

switch# show running | grep hardware
hardware profile portmode 48X10G+breakout6x40g
hardware qos min-buffer qos-group none

共有バッファリソースの使用状況情報：

• Total Instant Usage：グローバルベースでセル数に関する現在のバッファの使用量。

• Remaining Instant Usage：グローバルベースで使用できる有効な空きセル数。

• Max Cell Usage：システムバッファ最大セル使用量カウンタが最後にクリアされるまでに検
出された最大バッファ使用量。

• Switch Cell Count：グローバルベースでセル数に関してプラットフォームで利用可能な合計
グローバルバッファスペース。

UCとMCは 8ユニキャスト（Q1～Q8）および 8マルチキャスト（Q1～Q8）の瞬間セル使用量
を表します。上記の例では、マルチキャストキューQ1がポート 9で 3807個のセルを即座に消費
していることを示しています。

次に、システムバッファ最大セル使用量カウンタをクリアする例を示します。

switch# clear counters buffers
Max Cell Usage has been reset successfully

次に、ポート単位でバッファ使用率しきい値を設定する例を示します。バッファ占有率がこの数

を超えている場合、syslogを生成できます。
switch# hardware profile buffer info port-threshold front-port 1 threshold 10
Port threshold changed successfully
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第 4 章

プライオリティフロー制御の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• プライオリティフロー制御に関する情報, 63 ページ

• 注意事項と制約事項, 64 ページ

• プライオリティフロー制御のデフォルト設定, 65 ページ

• トラフィッククラスのプライオリティフロー制御のイネーブル化, 66 ページ

• プライオリティフロー制御の設定, 68 ページ

• PFCのMMUバッファの予約, 69 ページ

• プライオリティフロー制御の設定の確認, 69 ページ

• PFCフレームカウンタ統計情報のモニタリング, 70 ページ

• プライオリティフロー制御の設定例 , 71 ページ

プライオリティフロー制御に関する情報
Class Based Flow Control（CBFC）または Per Priority Pause（PPP）とも呼ばれるプライオリティフ
ロー制御（PFC；IEEE 802.1Qbb）は、輻輳が原因のフレーム損失を防ぐメカニズムです。PFCは
サービスクラス（CoS）ごとに動作します。

輻輳が原因でバッファしきい値を超過した場合、どの CoS値を一時停止する必要があるかを示す
ポーズフレームを PFCが送信します。PFCポーズフレームには、トラフィックが一時停止する
必要のある時間の長さを示す各 CoSの 2オクテットのタイマー値が含まれます。タイマーの時間
単位はポーズ量子で指定されます。量子は、ポートの速度で 512ビットを送信するために必要な
時間です。範囲は0～65535です。ポーズ量子が0のポーズフレームは、一時停止したトラフィッ
クを再開する再開フレームを示します。

デフォルトでは、PFCはautoモードになっています。ただし、一時停止に関して特定のトラフィッ
ククラスが有効になることはありません。
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他のクラスが通常の動作を許可される一方で、トラフィックの特定のサービスクラスのみが

フロー制御を使用できます。

PFCはピアに対して、既知のマルチキャストアドレスにポーズフレームを送信して、特定の
CoS値を持つフレームの送信を停止するように求めます。このポーズフレームは、ピアによ
る受信時に転送されない 1ホップフレームです。輻輳が軽減されると、PFCはピアにフレー
ムの送信の再開を要求できます。

（注）

注意事項と制約事項
PFC設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

• PFCがポートまたはポートチャネルでイネーブルにされる場合でも、ポートフラップは発
生しません。

•ポートまたはポートチャネルで PFCをイネーブルにする前に、それらに十分なリソースが
あることを確認します。

• PFC設定は、送信（Tx）および受信（Rx）の両方向で PFCをイネーブルにします。

• no-drop CoSが完全に一致する場合にのみ、Data Center Bridging Exchange Protocol（DCBXP）
によって PFCのネゴシエーションが成功したと見なされます。

•ポーズフレームの設定時間量子はサポートされていません。

•この設定は、特定のトラフィッククラスキューにマッピングされ、一時停止が選択された
ストリームをサポートしません。クラスにマッピングされたすべてのフローは、no-dropとし
て扱われます。これにより、キュー全体のスケジューリングが行われず、キューのすべての

ストリームでトラフィックが一時停止します。no-dropクラスのロスレスサービスを実現す
るには、キューでのトラフィックを no-dropクラスのトラフィックに限定することを強く推
奨します。

• VLANタグ付きパケットの場合、プライオリティは常に VLANタグの 802.1pフィールドに
基づいて割り当てられ、割り当て済みの内部プライオリティ（QoSグループ）よりも優先さ
れます。DSCPまたは IPアクセスリストの分類は、VLANタグ付きフレームでは実行できま
せん。

• no-dropクラスが 802.1p CoS xに基づいて分類され、内部プライオリティ値（QoSグループ）
の yが割り当てられている場合は、内部プライオリティ値 xを使用して 802.1p CoSのみのト
ラフィックを分類し、他のフィールドのトラフィックは分類しないことを推奨します。xに
ついては、分類がCoSに基づいていない場合、割り当てられるパケットプライオリティは x
で、これにより、内部プライオリティが xおよび yであるパケットが、同じプライオリティ
xにマッピングします。

• PFC機能では、どのMTUサイズでも、最大 3つの no-dropクラスがサポートされます。ただ
し、次の要因に基づく PFC対応インターフェイス数の制限があります。
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no-dropクラスのMTUサイズ•

• 10Gおよび 40Gポートの数

•入力キューイングポリシーのポーズバッファサイズの設定

•インターフェイス QoSポリシーはシステムポリシーよりも優先されます。PFCの優先度の
派生も同じ順序で行われます。

•入力と出力の両方において、すべての PFC対応インターフェイスで同じインターフェイス
レベルの QoSポリシーを適用していることを確認します。

PFCの設定に関係なく、インターフェイスレベルまたはシステムレベルで完
全プライオリティレベルがあるキューイングポリシーの適用または削除をす

る前にトラフィックを停止することを推奨します。

注意

•ネットワークを介してエンドツーエンドのロスレスサービスを実現するには、no-dropクラ
ストラフィックフロー #(Tx/Rx)を介して各インターフェイスで PFCをイネーブルにするこ
とを推奨します。

• no-dropクラスのロスレスサービスを実現するには、出力キューでのトラフィックを no-drop
クラスのトラフィックに限定することを推奨します。

•トラフィックがない場合は、PFCの設定を変更することを推奨します。そうでない場合は、
システムのMemory Management Unit（MMU）にすでにあるパケットが期待どおりの処理を
されない可能性があります。

• PFCに必要なバッファは、最適な割り当てが自動的に行われます。ただし、入力キューイン
グポリシーを設定することにより、バッファしきい値を変更できます。

• DSCP/IPアクセスリストに基づいて分類される no-dropクラス（非 CoSベース分類）につい
ては、一致 CoS値と同じ qos-group値を使用することを強く推奨します。

•出力キューのドロップの原因になるため、no-dropクラスでWREDをイネーブルにしないで
ください。

•ポートを 40ギガビットイーサネットモードから 10ギガビットイーサネットモードに、ま
たは 10ギガビットイーサネットモードから 40ギガビットイーサネットモードに設定する
場合、影響を受けるポートは管理上使用できなくなり、これらのポートではPFCがディセー
ブルになります。これらのポートを使用可能にするには、no shutコマンドを使用します。
ポートが使用可能になると、それらのポートで PFCがイネーブルになります。

プライオリティフロー制御のデフォルト設定
次の表に、PFCのデフォルト設定を示します。
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表 5：デフォルトの PFC 設定

デフォルトパラメータ

自動PFC

トラフィッククラスのプライオリティフロー制御のイ

ネーブル化
特定のトラフィッククラスの PFCをイネーブルにできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクト

を作成します。クラスマップ名には、アルファベッ

switch(config)# class-map
type qosclass-name

ステップ 2   

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができます。クラスマップ名は大文字と小文字

が区別され、最大 40文字まで設定できます。

パケットをこのクラスに分類する場合に照合するCoS
値を指定します。CoS値は、0～ 7の範囲で設定で
きます。

switch(config-cmap-qos)#
match coscos-value

ステップ 3   

クラスマップモードを終了し、グローバルコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシー

のセットを表す名前付きオブジェクトを作成します。

switch(config)# policy-map
type qospolicy-name

ステップ 5   

ポリシーマップ名は、最大 40文字の英字、ハイフ
ン、または下線文字を使用でき、大文字と小文字が

区別されます。

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、

指定されたシステムクラスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config-pmap-qos)#
class type qosclass-name

ステップ 6   

アソシエートされるクラスマップには、ポ

リシーマップタイプと同じタイプが必要

です。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

トラフィックをこのクラスマップに分類する場合に

照合する 1つまたは複数の qos-group値を設定しま
す。デフォルト値はありません。

switch(config-pmap-c-qos)#
set qos-groupqos-group-value

ステップ 7   

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-qos)#
exit

ステップ 8   

指定したインターフェイスの設定モードを開始しま

す。

switch(config)#
interfacetypeslot/port

ステップ 9   

QoSタイプのポリシーマップを特定のインターフェ
イスに適用します。

switch(config-if)#
service-policy type qos
inputpolicy-name

ステップ 10   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、グローバルコンフィギュレーションモード

に入ります。

switch(config-if)# exitステップ 11   

トラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクト

を作成します。クラスマップ名には、アルファベッ

switch(config)# class-map
type network-qosclass-name

ステップ 12   

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができます。クラスマップ名は大文字と小文字

が区別され、最大 40文字まで設定できます。

QoSグループ値のリストに基づいてパケットを照合
することによって、トラフィッククラスを設定しま

switch(config-cmap-nq)#
match
qos-groupqos-group-value

ステップ 13   

す。指定できる範囲は 0～ 7です。QoSグループ 0
は class-defaultに相当します。

クラスマップモードを終了し、グローバルコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-nq)# exitステップ 14   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシー

のセットを表す名前付きオブジェクトを作成します。

switch(config)# policy-map
type network-qospolicy-name

ステップ 15   

ポリシーマップ名は、最大 40文字の英字、ハイフ
ン、または下線文字を使用でき、大文字と小文字が

区別されます。

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、

指定されたシステムクラスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config-pmap-nqos)#
class type
network-qosclass-name

ステップ 16   

アソシエートされるクラスマップには、ポ

リシーマップタイプと同じタイプが必要

です。

（注）

no-dropクラスを設定します。switch(config-pmap-c-nq)#
pause no-drop

ステップ 17   

Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS QoS コンフィギュレーションガイド、リリース 7.x    
67

プライオリティフロー制御の設定

トラフィッククラスのプライオリティフロー制御のイネーブル化



目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-nq)#
exit

ステップ 18   

システムクラスコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch(config)# system qosステップ 19   

システムレベルまたは特定のインターフェイスに

network-qosタイプのポリシーマップを適用します。
switch(config-sys-qos)#
service-policy type
network-qospolicy-name

ステップ 20   

次に、トラフィッククラスで PFCをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# class-map type qos c1
switch(config-cmap-qos)# match cos 3
switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)# policy-map type qos p1
switch(config-pmap-qos)# class type qos c1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 3
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# service-policy type qos input p1
switch(config-if)# exit
switch(config)# class-map type network-qos c1
switch(config-cmap-nq)# match qos-group 3
switch(config-cmap-nq)# exit
switch(config)# policy-map type network-qos p1
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos c1
switch(config-pmap-nqos-c)# pause no-drop
switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos p1

プライオリティフロー制御の設定
アクティブなネットワーク qosポリシーで定義されている CoSの no-drop動作をイネーブルにす
るには、ポート単位の PFCを設定できます。PFCは、次の 3種類のモードから設定できます。

• auto：DCBXPによってアドバタイズされ、ピアとネゴシエートされるように no-drop CoS値
をイネーブルにします。正常なネゴシエーションでは、no-drop CoSでの PFCがイネーブル
になります。ピア機能の不一致が原因で障害が発生すると、PFCがイネーブルにならない可
能性があります。

• on：ピアの機能に関係なく、ローカルポートで PFCをイネーブルにします。

• off：ローカルポートで PFCをディセーブルにします。

   Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS QoS コンフィギュレーションガイド、リリース 7.x
68

プライオリティフロー制御の設定

プライオリティフロー制御の設定



手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminallステップ 1   

指定したインターフェイスでインターフェイ

スモードを開始します。

interface
ethernet[[lot/port-number]

ステップ 2   

PFCを auto、off、または onモードに設定しま
す。デフォルトでは、PFCモードがすべての
ポートで autoに設定されます。

priority-flow-controlmode {auto
| off | on}priority-flow-control
mode {auto |off | on}

ステップ 3   

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを終了します。

exitステップ 4   

すべてのインターフェイスの PFCのステータ
スを表示します。

show interface
priority-flow-control

ステップ 5   

PFC の MMU バッファの予約
PFCのMMUバッファを予約するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminallステップ 1   

PFCのMMUバッファを予約します。hardware profile pfc mmu
buffer-reservation ?

ステップ 2   

<0-100>予約する共有プールバッファの
パーセンテージ

例：
switch(config)# hardware profile pfc mmu
buffer-reservation ?

プライオリティフロー制御の設定の確認
PFC設定を表示するには、次の作業を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminalステップ 1   

すべてのインターフェイスの PFCのステータ
スを表示します。

show interface
priority-flow-control

ステップ 2   

（任意）各インターフェイスの各プライオリ

ティレベルの PFCのステータスを表示しま
す。

show interface
priority-flow-control detail

ステップ 3   

PFC フレームカウンタ統計情報のモニタリング
インターフェイスレベルまたは各インターフェイスの各プライオリティ（CoS）レベルで、PFC
がイネーブルのデバイスの Txカウンタと Rxカウンタをモニタできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

switch# show int priority-flow-control [detail]ステップ 1   

次に、各インターフェイスの各プライオリティレベルの PFCフレームカウンタ統計情報を表示
する例を示します。

switch# show int priority-flow-control detail

Ethernet1/1/1:
Admin Mode: On
Oper Mode: On
VL bitmap: (14)
Total Rx PFC Frames: 0
Total Tx PFC Frames: 0
----------------------------------------------------------------------------

-----------------------------------------
| Priority0 | Priority1 | Priority2 | Priority3 | Priority4 |

Priority5 | Priority6 | Priority7 |
----------------------------------------------------------------------------

-----------------------------------------
Rx |0 |0 |0 |0 |0 |0

|0 |0
----------------------------------------------------------------------------

-----------------------------------------
Tx |0 |0 |0 |0 |0 |0

|0 |0
Ethernet1/1/2:

Admin Mode: Auto
Oper Mode: Off
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VL bitmap:
Total Rx PFC Frames: 0
Total Tx PFC Frames: 0
----------------------------------------------------------------------------

-----------------------------------------
| Priority0 | Priority1 | Priority2 | Priority3 | Priority4 |

Priority5 | Priority6 | Priority7 |
----------------------------------------------------------------------------

-----------------------------------------
Rx |0 |0 |0 |0 |0 |0

|0 |0
----------------------------------------------------------------------------

-----------------------------------------
Tx |0 |0 |0 |0 |0 |0

|0 |0

次に、各インターフェイスのPFCフレームカウンタ統計情報を表示する例を示します。
switch# show int priority-flow-control
============================================================
Port Mode Oper(VL bmap) RxPPP TxPPP
============================================================

Ethernet1/1/1 On On (14) 0 0
Ethernet1/1/2 Auto Off 0 0
Ethernet1/1/3 Auto On (14) 0 0
Ethernet1/15 Auto On (14) 0 0
Ethernet1/15 Auto On (14) 0 0
Ethernet1/15 Auto On (14) 0 0
Ethernet1/15 Auto On (14) 0 0
Ethernet1/25 Auto On (14) 0 0
Ethernet1/32 On On (14) 0 0
switch#

プライオリティフロー制御の設定例
次に、PFCの設定例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 5/5
switch(config-if)# priority-flow-control mode on
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第 5 章

ポリシングの設定

• ポリシングについて, 73 ページ

• ポリシングのライセンス要件, 74 ページ

• ポリシングの前提条件, 74 ページ

• 注意事項と制約事項, 74 ページ

• ポリシングの設定, 75 ページ

• ポリシング設定の確認, 83 ページ

• ポリシングの設定例, 83 ページ

ポリシングについて
ポリシングとは、トラフィックの特定のクラスについて、そのデータレートをモニタすることで

す。データレートがユーザ設定値を超えると、ただちにパケットのマーキングまたはドロップが

発生します。ポリシングではトラフィックがバッファリングされないため、伝搬遅延への影響は

ありません。トラフィックがデータレートを超えた場合に、パケットをドロップするかパケット

内の Quality of Service（QoS）フィールドをマーキングするかを、ユーザがシステムに指示しま
す。

シングルレートおよびデュアルレートのポリサーを定義できます。

シングルレートポリサーは、トラフィックの認定情報レート（CIR）をモニタします。デュアル
レートポリサーは、CIRと最大情報レート（PIR）の両方を監視します。また、システムは、関
連するバーストサイズもモニタします。指定したデータレートパラメータに応じて、適合（グ

リーン）、超過（イエロー）、違反（レッド）の 3つのカラー、つまり条件が、パケットごとに
ポリサーによって決定されます。

各条件について設定できるアクションは1つだけです。たとえば、最大200ミリ秒のバーストで、
256,000 bpsのデータレートに適合するように、クラス内のトラフィックをポリシングするとしま
す。この場合、システムは、このレートの範囲内のトラフィックに対して適合アクションを適用

し、このレートを超えるトラフィックに対して違反アクションを適用します。
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ポリサーの詳細については、RFC 2697および RFC 2698を参照してください。

ポリシングのライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

QoS機能にライセンスは必要ありません。ライ
センスパッケージに含まれていない機能は

NX-OSイメージにバンドルされており、無料で
提供されます。NX-OSライセンス方式の詳細に
ついては、『CiscoNX-OS LicensingGuide』を参
照してください。

Cisco NX-OS

ポリシングの前提条件
ポリシングの前提条件は、次のとおりです。

•モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスについて理解している。

•デバイスにログインしている。

注意事項と制約事項
ポリシング設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

•リリース 7.0(3)I2(1)以降、入力および出力ポリシングは Cisco Nexus 3100シリーズプラット
フォームでのみサポートされ、Cisco Nexus 3000シリーズプラットフォームではサポートさ
れません。

•ポリシングはモジュールごとに独立して実行されます。このことは、複数のモジュールにわ
たって分散しているトラフィックに適用されるQoS機能に影響を与える可能性があります。
このような QoS機能の例を次に示します。

◦ポートチャネルインターフェイスに適用されたポリサー。

◦ VLANに適用されるポリサー。

•入力方向のすべてのポリサーで、同じモードを使用する必要があります。

• set qos-groupコマンドは入力ポリシーでのみ使用できます。

•出力 RACLと出力 QoSがともに適用される場合、統計情報は、両方ではなく、どちらか一
方にのみ有効にできます。
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• ToR（トップオブラック）プラットフォーム上の ALEアップリンクポートの出力 QoSポリ
シーはサポートされません。

•出力 QoSを使用する場合は、データトラフィックに排他的に一致する適切な一致基準を使
用することを推奨します（permit ip any anyのような一致基準は使用しないでください）。

ポリシングの設定
シングルレートまたはデュアルレートのポリサーを設定できます。

1 レートおよび 2 レート、2 カラーおよび 3 カラーのポリシングの設定
デバイスによって作成されるポリサーのタイプは、policeコマンドの引数の組み合わせに基づきま
す。これらのコマンド引数について、次の「policeコマンドの引数」表で説明します。

1レート 3カラーのポリシングを設定する場合は、pirと cirに同じ値を指定する必要がありま
す。

（注）

1レート 2カラーのポリサー（違反のマークダウンアクションあり）はサポートされません。（注）

同じポリサー対応のQoSポリシーがCiscoNexus 3000シリーズスイッチの複数の入力インター
フェイスに適用される場合は、qos qos-policies statisticsコマンドを有効化する必要があります。
そうでない場合、ポリサーエントリがインターフェイス間で共有され、集約ポリシングにな

ります。コマンドqos qos-policies statisticsにより、入力インターフェイスごとに個別のポリサー
エントリが有効化されるとともに、ポリサーの統計情報が有効化されます。

（注）

表 6：police コマンドの引数

説明引数

ビットレートまたはリンクレートの割合とし

て指定される認定情報レート（必要な帯域

幅）。cirの値は必須ですが、引数そのものは省
略可能です。値の範囲は 1～ 80000000000で
す。ポリシング値の範囲は 8000～ 80 Gbpsで
す。

cir

レートを、インターフェイスレートの割合とし

て指定します。値の範囲は 1～ 100です。
percent
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説明引数

cirを超過できる量を、ビットレート、または
cirでの時間として指定します。デフォルトは、
設定されたレートで 200ミリ秒のトラフィック
です。デフォルトのデータレートの単位はバイ

トです。

bc

PIRビットレートまたはリンクレートの割合と
して指定される最大情報レート。デフォルトは

ありません。値の範囲は 1～ 80000000000で
す。ポリシング値の範囲は 8000 bps～ 480Gbps
です。割合値の範囲は 1～ 100%です。

pir

pirを超過できる量を、ビットレート、または
pirでの時間として指定します。bc値を指定し
ない場合のデフォルトは、設定されたレートで

200ミリ秒のトラフィックです。デフォルトの
データレートの単位はバイトです。

pirの値は、デバイスによってこの引
数が表示される前に指定する必要が

あります。

（注）

be

トラフィックのデータレートが制限内に収まっ

ている場合に実行される単一のアクション。基

本的なアクションは、transmit、または以下の
「conformに対するポリサーアクション」表に
示されている setコマンドの 1つです。デフォ
ルトは transmitです。

conform

トラフィックのデータレートが超過した場合に

実行される単一のアクション。基本的なアク

ションは、廃棄またはマークダウンです。デ

フォルトは廃棄です。

exceed

トラフィックのデータレートが設定済みのレー

ト値に違反した場合に実行される単一のアク

ション。基本的なアクションは、廃棄または

マークダウンです。デフォルトは廃棄です。

violate

前述の「policeコマンドの引数」表の引数はすべて省略可能ですが、cirの値を指定する必要があ
ります。ここでは、cirはその値を示しており、必ずしもキーワードそのものを示しているわけで
はありません。これらの引数と、その結果得られるポリサーのタイプとアクションの組み合わせ

を、以下の「police引数の有無から得られるポリサーのタイプおよびアクション」表に示します。
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表 7：police 引数の有無から得られるポリサーのタイプおよびアクション

ポリサーのアクションポリサーのタイプpolice の引数の有無

<= cir, conform; else violate1レート、2カラーcir（ただし pir、be、また
は violateはなし）

<= cir, conform; <= pir, exceed; else violate2レート、3カラーcirおよび pir

指定できるポリサーアクションを、次の「Exceedまたは Violateに対するポリサーアクション」
表と「conformに対するポリサーアクション」表で説明します。

表 8：Exceed または Violate に対するポリサーアクション

説明Action

パケットをドロップします。このアクション

は、パケットがパラメータを超過した場合また

はパラメータに違反した場合にのみ使用できま

す。

drop

CoSを設定し、パケットを送信します。set-cos-transmit

DSCPを設定し、パケットを送信します。set-dscp-transmit

precedenceを設定し、パケットを送信します。set-prec-transmit

qos-groupを設定し、パケットを送信します。set-qos-transmit

表 9：conform に対するポリサーアクション

説明Action

パケットを送信します。このアクションは、パ

ケットがパラメータに適合している場合にだけ

使用できます。

transmit

IP precedenceフィールドを指定した値に設定し
て、パケットを送信します。このアクション

は、パケットがパラメータに適合している場合

にだけ使用できます。

set-prec-transmit
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説明Action

Diffservコードポイント（DSCP）フィールドを
指定した値に設定して、パケットを送信しま

す。このアクションは、パケットがパラメータ

に適合している場合にだけ使用できます。

set-dscp-transmit

サービスクラス（CoS）フィールドを、指定し
た値に設定して、パケットを送信します。この

アクションは、パケットがパラメータに適合し

ている場合にだけ使用できます。

set-cos-transmit

QoSグループ内部ラベルを指定した値に設定し
て、パケットを送信します。このアクション

は、入力ポリシーでだけ使用でき、パケットが

パラメータに適合している場合にだけ使用でき

ます。

set-qos-transmit

ポリサーは、指定したパラメータに対して超過または違反となっているパケットだけをドロッ

プまたはマークダウンできます。パケットのマークダウンについては、「マーキングの設定」

の項を参照してください。

（注）

policeコマンドで使用されるデータレートについて、次の「policeコマンドのデータレート」表
で説明します。

表 10：police コマンドのデータレート

説明レート

ビット/秒（デフォルト）bps

1,000ビット/秒kbps

1,000,000ビット/秒mbps

1,000,000,000ビット/秒gbps

policeコマンドで使用されるバーストサイズについて、次の「policeコマンドのバーストサイズ」
表で説明します。
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表 11：police コマンドのバーストサイズ

説明速度

バイトbytes

1,000バイトkbytes

1,000,000バイトmbytes

ミリ秒ms

マイクロ秒us

.

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作
成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポ

policy-map [type qos] [match-first]
[policy-map-name]

例：
switch(config)# policy-map
policy1
switch(config-pmap-qos)#

ステップ 2   

リシーマップモードを開始します。ポリシーマッ

プ名には、アルファベット、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めることができます。ポリシー

マップ名は大文字と小文字が区別され、最大 40文
字まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマッ
プクラスコンフィギュレーションモードを開始し

class [type qos] {class-map-name |
class-default}
[insert-beforebefore-class-name]

ステップ 3   

ます。insert-beforeを使用して前に挿入するクラス

例：
switch(config-pmap-qos)# class
class-default
switch(config-pmap-c-qos)#

を指定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラ

スが追加されます。ポリシーマップ内のクラスと

現在一致していないトラフィックをすべて選択する

には、class-defaultキーワードを使用します。

cirをビット数で、またはリンクレートの割合とし
てポリシングします。データレートが cir以下の場

police [cir] {committed-rate
[data-rate] | percentcir-link-percent}
[bccommitted-burst-rate

ステップ 4   

合は、conformアクションが実行されます。beお
[link-speed]][pir] {peak-rate

よび pirを指定していない場合は、すべてのトラ[data-rate] | percentcir-link-percent}
フィックが violateアクションを実行します。beま[bepeak-burst-rate [link-speed]]
たはviolateを指定した場合は、データレートがpir
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目的コマンドまたはアクション

以下ならば exceedアクションが実行され、それ以
外ならば violateアクションが実行されます。アク

[conform {transmit |
set-prec-transmit |
set-dscp-transmit | set-cos-transmit ションについては、「Exceedまたは Violateに対す
| set-qos-transmit} [exceed {drop}
[violate {drop}]]}

るポリサーアクション」表と「conformに対するポ
リサーアクション」表で説明します。データレー

トとリンク速度については、「policeコマンドの
データレート」表と「policeコマンドのバースト
サイズ」表で説明します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを終了し、ポリシーマップモードを開始し

ます。

exit

例：
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)#

ステップ 5   

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：
switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#

ステップ 6   

（任意）設定済みのすべてのタイプqosのポリシー
マップ、または選択したタイプqosのポリシーマッ
プについて情報を表示します。

show policy-map [type qos]
[policy-map-name | qos-dynamic]

例：
switch(config)# show policy-map

ステップ 7   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 8   

次に、policy1ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。
switch# show policy-map policy1

入力および出力ポリシングの設定

QoSポリシーマップをインターフェイスに付加することにより、その QoSポリシーマップ内の
ポリシング命令を入力または出力パケットに適用できます。入力または出力を選択するには、

service-policyコマンドで inputキーワードまたは outputキーワードを指定します。インターフェ
イスに対する QoSポリシーアクションの付加および消去については、「モジュラ QoSコマンド
ラインインターフェイス（MQC）の使用」の項を参照してください。

出力QoSのために、TCAMリージョンを hardware access-list tcam region [e-qos | e-qos-lite | e-ipv6-qos
| e-mac-qos] tcam-sizeコマンドで指定できます。
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e-qos-liteリージョンはシングル幅ですが、出力 QoSのためのすべての TCAMリージョンはダ
ブル幅です。

（注）

出力 QoSおよび TCAMリージョンに関する注記

•ダブル幅の TCAMを使用している場合は、ポリシングアクションに関して、違反統計情報
および非違反統計情報のみがサポートされます。

•シングル幅のTCAM（e-qos-lite）を使用している場合は、ポリシングアクションに関して、
非違反統計情報のみがサポートされます。

•オプションの no-statsキーワードが使用されており、ポリシーが共有されている場合は、統
計情報が無効になります（該当する場合）。

•出力 QoSポリシーに関しては、set qos-groupコマンドはサポートされません。

マークダウンポリシングの設定

マークダウンポリシングとは、ポリシングされたデータレートに対してトラフィックが超過また

は違反している場合にパケット内のQoSフィールドを設定することです。マークダウンポリシン
グを設定するには、「ExceedまたはViolateに対するポリサーアクション」表と「conformに対す
るポリサーアクション」表で説明するポリシングアクションの setコマンドを使用します。

1レート 3カラーのポリシングを設定する場合は、pirと cirに同じ値を指定する必要がありま
す。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作
成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリ

policy-map [type qos]
[match-first] [policy-map-name]

例：
switch(config)# policy-map
policy1
switch(config-pmap-qos)#

ステップ 2   

シーマップモードを開始します。ポリシーマップ

名には、アルファベット、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めることができます。ポリシー

マップ名は大文字と小文字が区別され、最大 40文
字まで設定できます。
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目的コマンドまたはアクション

class-nameへの参照を作成し、ポリシーマップクラ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

class [type qos] {class-name |
class-default}
[insert-beforebefore-class-name]

ステップ 3   

insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指定

例：
switch(config-pmap-qos)# class
class-default
switch(config-pmap-c-qos)#

しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加

されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致し

ていないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

cirをビット数で、またはリンクレートの割合とし
てポリシングします。データレートが cir以下の場

police [cir] {committed-rate
[data-rate] |
percentcir-link-percent} [[bc |

ステップ 4   

合は、conformアクションが実行されます。beおよ
burst] burst-rate [link-speed]] [[be

びpirを指定していない場合は、すべてのトラフィッ| peak-burst] peak-burst-rate
クが violateアクションを実行します。beまたは[link-speed]]
violateを指定した場合は、データレートが pir以下[conformconform-action [exceed
ならば exceedアクションが実行され、それ以外なら[violate drop set dscp dscp

tablepir-markdown-map]]} ばviolateアクションが実行されます。アクションに
ついては、「ExceedまたはViolateに対するポリサー
アクション」表と「conformに対するポリサーアク
ション」表で説明します。データレートとリンク速

度については、「policeコマンドのデータレート」
表と「policeコマンドのバーストサイズ」表で説明
します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを終了し、ポリシーマップモードを開始し

ます。

exit

例：
switch(config-pmap-c-qos)#
exit
switch(config-pmap-qos)#

ステップ 5   

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：
switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#

ステップ 6   

（任意）設定済みのすべてのタイプ qosのポリシー
マップ、または選択したタイプ qosのポリシーマッ
プについて情報を表示します。

show policy-map [type qos]
[policy-map-name]

例：
switch(config)# show
policy-map

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config
startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 8   

ポリシング設定の確認
ポリシングの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

ポリシーマップおよびポリシングについての情

報を表示します。

show policy-map

ポリシングの設定例
次に、1レート、2カラーのポリサーにポリシングを設定する方法の例を示します。
configure terminal
policy-map policy1
class one_rate_2_color_policer
police cir 256000 conform transmit violate drop

次に、DSCPマークダウンを使用して 1レート、2カラーのポリサーにポリシングを設定する方法
の例を示します。

configure terminal
policy-map policy2
class one_rate_2_color_policer_with_dscp_markdown
police cir 256000 conform transmit violate drop
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第 6 章

トラフィックシェーピングの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• トラフィックシェーピングに関する情報, 85 ページ

• トラフィックシェーピングに関する注意事項と制約事項, 86 ページ

• トラフィックシェーピングの設定, 86 ページ

• トラフィックシェーピングの確認, 87 ページ

• トラフィックシェーピングの設定例, 88 ページ

トラフィックシェーピングに関する情報
トラフィックシェーピングでは、インターフェイスから出力されるトラフィックを制御して、リ

モートターゲットインターフェイスの速度にフローを合わせ、指定されているポリシーにトラ

フィックを準拠させることができます。ダウンストリーム要件を満たすように、特定のプロファ

イルに適合するトラフィックをシェーピングできるため、データレートが一致しないトポロジで

発生するボトルネックが排除されます。

トラフィックシェーピングは、各ポートの出力キューに最大トラフィックレートを強制すること

で、パケットフローを規制および均一化します。しきい値を超えたパケットはキューに配置さ

れ、後で送信されます。このプロセスは、トラフィックポリシングと同様です。ただし、パケッ

トはドロップされません。パケットがバッファに入れられるため、トラフィックシェーピングで

は、（キュー長に基づく）パケット損失が最小限に抑えられ、TCPトラフィックに対してより優
れたトラフィック動作が実現します。

トラフィックシェーピングを使用することにより、使用可能な帯域幅へのアクセスの制御、トラ

フィックに対して設定されたポリシーへのトラフィックの確実な準拠、およびトラフィックのフ

ロー規制ができます。トラフィックのフロー規制を実施することにより、出力トラフィックがそ

のリモートターゲットインターフェイスのアクセス速度を超過したときに発生する可能性のある

輻輳を回避できます。たとえば、ポリシーによって、アクセスレートがインターフェイス速度を

上回っていても、そのインターフェイスのレートが（平均で）特定のレートを上回るべきではな

いとされている場合に、帯域幅へのアクセスを制御できます。
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トラフィックシェーピングレートはキロビット/秒（kbps）またはパケット/秒（PPS）で設定で
き、ユニキャストキューに適用されます。キュー長のしきい値は、重み付けランダム早期検出

（WRED）設定を使用して設定されます。

トラフィックシェーピングは、システムレベルまたはインターフェイスレベルで設定できます。

システムレベルのキューイングポリシーは、インターフェイスのキューイングポリシーによっ

て上書きできます。

トラフィックシェーピングに関する注意事項と制約事項
トラフィックシェーピングは、パケットがキューイングされると、ストアアンドフォワードモー

ドにフォールバックするため、キューイングによるパケットの遅延が大きくなる可能性がありま

す。

トラフィックシェーピングの設定
最大トラフィックレートを設定して、トラフィックフローを規制できます。

はじめる前に

パケットの random-detectの下限および上限しきい値を設定します。

network-qos class-mapで congestion-control random detectコマンドを使用して、ネットワークQoSク
ラスマップに輻輳制御ランダム検出を設定します。

キューングが機能するためには、QoSポリシーおよびネットワークQoSポリシーの両方が適用さ
れている必要があります。この前提条件は、あらゆるキューイングポリシーを設定する場合に当

てはまります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

トラフィッククラスのセットに適用されるポリ

シーのセットを表す名前付きオブジェクトを作成

switch(config)# policy-map type
queuingpolicy-name

ステップ 2   

します。ポリシーマップ名は、最大 40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文

字と小文字が区別されます。

クラスマップをポリシーマップに関連付け、指

定したシステムクラスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config-pmap-que)# class
type queuingclass-name

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

このキューにバーストサイズと最小保証帯域幅

を指定します。

switch(config-pmap-que)# shape
{kbps |mbps | gbps} burst
sizeminminimum bandwidth

ステップ 4   

現在のコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

switch(config-pmap-que)# exitステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

ションにコピーして、変更を継続的に保存しま

す。

次に、200000パケット/秒（pps）でパケットシェーピングを設定する例を示します。

switch# configuration terminal
class-map type qos match-all cq
match access-group name test

class-map type queuing cqu
match qos-group 2

policy-map type qos pq
class cq
set qos-group 2

policy-map type queuing pqu
class type queuing cqu
random-detect minimum-threshold 100 packets maximum-threshold 350 packets

switch(config)# policy-map type queuing pqu
switch(config-pmap-que)# class type queuing cqu
switch(config-pmap-que)# shape pps 200000
switch(config-pmap-que)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config

トラフィックシェーピングの確認
トラフィックシェーピングの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてのインターフェイスに関して設定されて

いるキューイング情報を表示します。これには、

各クラスのシェーパー設定情報、各ポートの制

御キュー Txおよびドロップ統計情報、ならび
にWREDドロップパケット数が含まれます。

show queuing

指定されたインターフェイスに設定されたキュー

イング情報を表示します。

show queuing interfaceslot/port
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目的コマンド

指定したインターフェイスのすべての出力キュー

の、集約出力トラフィックレートを表示しま

す。

show interfaceslot/port

トラフィックシェーピングの設定例
次に、200000パケット/秒（pps）でのトラフィックシェーピングの設定例を示します。

class-map type qos match-all cq
match access-group name test

class-map type queuing cqu
match qos-group 2

policy-map type qos pq
class cq
set qos-group 2

policy-map type queuing pqu
class type queuing cqu
random-detect minimum-threshold 100 packets maximum-threshold 350 packets
shape pps 200000
bandwidth percent 50

class type queuing class-default
bandwidth percent 50

class-map type network-qos cn
match qos-group 2

policy-map type network-qos pn
class type network-qos cn
congestion-control random-detect

class type network-qos class-default
system qos
service-policy type network-qos pn
service-policy type queuing output pqu
service-policy type qos input pq
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